
市民議議
ねたくしたちは利総11と手潔沼iこIJ'こまれ隠然とilIl史には

ぐくまれた詫孫子の街幾です。
わた〈したちはョ æ~量殺蒋立1t裁布をめざすmr主としてお誇

りをもち‘開設へぜ培養いをこめて.ここに市民警識を窓めますg

本と縫と土のにおいi丸、っぱいの伎みよい事11こにします
心と障を脅主こえ生き生害と機者 事事11停くあぴこ{こします
老人を大切にし子どもの夢を澱て事堂な事ぴこ{こします
ふるさ警と毒殺し文化在高時聾tJ'哲串びこlこします
みん右で認しあい きまりを守り 鳴るいあびこにしますz

 

mu 
-1 

第672号。-11

一
時
離
離
閣

力
作
ぞ
ろ
い
め
洋
一
閥
、
臼
本
綴
の

‘
、
む
簿
ち
齢
瑚
〈
柵
樹
液
や
議
滋
日
全
国
会
カ
ラ
オ
ケ
で
鍛
え
た
ノ
ド
を
披
露
。

と
し
て
は
尚
く
公
芥
…
モ
チ
ー
フ
じ
し
た
妻
。
玄
人
は
だ
薬
品
喜
劇
は
生
き
た
喜
義

を
前
恋
に
、
時
間
協
約
に
率
一

L
的
事
工
芸
u
手
塩
に
か
け
た
品
単
品
料
。
く
チ
ャ
ン
ス
。
バ
レ
エ
は
ク
ラ
シ
ッ
ク

業
の
推
進
令
品
闘
っ
て
い
く
一
小
さ
な
タ
イ
ム
ト
ン
ネ
ル
・
場
官
。
か
ら
モ
ダ
ン
ま
で
へ
一
い
ず
れ
も
ハ
イ
レ

こ
と
主
義
者
れ
ま
し
一
そ
し
て
主
襲
撃
的
絞
殺
襲
。
ベ
ル
て
す
。

れ
ん
。
々
抽
出
力

ι品
開
ち
た
自
一
マ
関
口
時
社
側
内

2
H士
)
か
ら
4

8

H

V

日
時
日
制
n
・4
伐材…
Mm
〉
午
前
叩
時
か

成
都
市
H

つ
〈
つ
め
実
務
一
〈
椀
〉
午
線
Q
W
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
ら
午
後
4
時一

UAZP

ゆ

み

の

郷

」

は

霊

祭

寺

中

心

と

し

た

に

向

け

て

、

大

き

な

総

持

一

V
会
場
中
央
公
一
民
日
開

V
金
繰
市
民
会
館
ホ
ー
ル

す

ば

ら

し

い

自

然

主

か

し

て

、

夏

が

童

福

ぜ

ら

れ

て

い

一

、

1
1
4必
i
J
l
i
l
i
-
-
-
d

だ

け

で

な

く

暮

警

総

蓄

さ

ん

に

ま

す

。

一

一

戸

崎

思

決

後

一

活

円

五

日

輪

車

控

も
ふ
い
て
鮒

F
M棄
を

楽

し

ん

で

な

お

、

制

葉

山

川

市

民

と

一

パ

ヲ

Z
w
T
ィ
じ
営
ん
だ
作
品
た
ち
。
帝
時
計
鮎
口
総
づ
い
を
。
っ
き
も
乙
で
す
。

い
と
だ
〈
も
の
で
す
。
こ
れ
を
も
と
に
が
泌
氏
縫
い
お
ふ
就
が
問
問
か
れ
も
理
事
長
市
か
ら
の
代
撃
機
成
き
れ
て
い
ま
す
F

4

V
終

略

行
H
H
Z
日
(
土
手
続
出
時

V
段
階

H
R
g
自
主
)
回
日
一
日
)
午

前
め
欄
受
講
警
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
を
は
じ
め
役
員
が
選
任
さ
れ
た
ほ
か
、
ぷ
ゆ
み
の
郷
」
事
業
を
軌
淡
に
品
浮
い
…
か
ん
や
悼
す
時
ま
で
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で

制
開
業
や
農
漁
業
主
続
的
た
地
域
絞
淡
め
今
後
的
事
業
討
函
等
に
つ
い
て
絡
し
合
る
仁
は
、
市
民
同
紫
さ
ん
の
協
カ
が
必
一

V
会

議

市

民

会

館

す

会

場

中

央

公

後

開

活
性
化
が
大
い
に
側
部
持
者
れ
ま
す
a

い

が

枠

内

た

れ

ま

し

た

。

南

町

で

す
ρ

ご
迷
…
瞬
、
ご
協
カ
を
お
酬
明
い
一
泊
』

E
Z量
目

J

5

2

弓

5
3
h
-
t
ι
1
1
d

m対
昔

、

総

て

あ

ゆ

み

の

郵

公

守

あ

ゆ

み

的

郷

公

子

昨

季

姿

勢

申

し

上

げ

そ

一

一

{
f
m
3

蜘
欄
山
富
守
1
d
r
L筆
一

議

叩

一

品

ま

ま

え

ベ

化

F仁
瓦
洋
ラ
ン
の
コ
サ
ー
ジ
斗

色

I

1

1

2

!

I

F

-

-

'

霊

i
i

ご

み

て

は

。

庁

入

管

ぷ

幽

的

作

り

方

教

室

も

襲

ω

盟
結
く
窓
ん
的
覇
欝
融
関
…
!
?
ロ
配
部

5
1
1
2

;
1
j
s
i
m
i
-
-
j
i
-
-
)正
戸

千

?

日

芸

桝

V

十
454か

り
午
掩

百
(
お
)
常
務
γ
家

4

M

T

-

報
喰
伊
織

4
時
阜
市
、

サ

イ

ク

ワ

ン

、

夕

、

ミ

ニ

S
L
牟
ど

:
z
Y
Z、

午
前

m
R
T出
ミ

市

民

会

館

W

時
か
ら
午
後
3
時

ま

で

一
de--

、
鈴
.
は
は
リ
盤
織
、
j
韮
1
1
1
1
J

2

あ

ゆ

み

の

郷

ま

も

2
9
5一

ゴ
ル
フ
場
。
ス
イ
ミ
ン
ク
タ
…

V
会

場

中

央

公

長

め

叩

日

「

躍

喜

一

色

i

室

主

主

、

当

鎖

的

妻

、

お

ラ

フ

白

線

童

話

り

さ

ト

ハ

プ

l
i
I
1
F
A
3
4議
撃

に

綴

Z塁
。

主

主

殺

と

詩

的

に

主

主

1
7
0も
旬

、

主

主

ど

一

一

滴

閣

議

明

町

罪

め

州

Z時
口
三
位
(
び
〉

し

ま

て

い

く

五

針

を

た

て

て

い

ま

主

に

よ

っ

て

撃

さ

れ

る

線

光

レ

ク

い

誇

り

の

勲

章

湾

、

、

隣

い

い

持

午

前

9
時
担
分

2午
後

て

け

瓜

113J総
裁

の

霊

法

器

一

級

説

一

変

，

地

区

グ

川

洲

一

ゴ

ム

一

4

時

却

分

ま

で

2
2
2許
制

問

主

事

場

内

建

設

さ

霊

奪

三

短

時

日

月

3
a

邦

伊

長

島

マ

金

総

産

主

宰
「
あ
ゆ
み
の
鱗
い
こ
問
問

γる
議
棋
会
な
お
、
「
あ
ゆ
み
の
問
料
公
役
」
は
そ
一
(
口
口
)
か
ら
6
H
n
(
ホ
〉
午
-
d
3
T
'

治
ぽ
は
ほ
清
汁
汁
汁
d

本
稿

1
3
2レ

タ

リ

ヱ

!

ン

の

友

俸

と

な

る

階

事

会

事

事

項

に

…

ー

か

ら

午

後

4

時

」

診

%

…

議

長

鍔

ご
緊
ι闘
す

る

ン

ン

ポ

ジ

ヱ

つ

い

て

雲

“

報

告

、

室

主

季

一

v筆
中

央

公

民

館

以

添

い

¥

撃

や

が

な

舞

台

を

披

露

ω

品
分
ペ
ン
フ
レ
ソ
ト
訂
作
成
、
制
需
品
将
談
会
、
そ
し
て
事
業
今
後
酌
す
る
い
の
湖
北
地
箆
ぺ

V
R時
立

官

、

及

率

1

あ

ゆ

み

の

蝿

監

し

に

事

会

話

会

に

よ

り

護

審

理

れ

そ

7
臼
時
日
月
主
日
)
か
、
り
6
H

宏
明
拾
時
か
ら
午
怯

5
2
2で

は
γ的
資

機

運

営

賛

助

会

員

募

集

長

前

M
U
M
-
H
i↑

ル

ま

ま

霊

長

ぷ

に

あ

た

り

、

3
6
4
5

二
l
l
j

崎

噴

出

回

一

*
，
あ
ゆ
み
の
輝
一
構
怒
L

を
手
足
除
去
問
問
就
F
持
が
計
上
会
、
れ
ま
i
hん0

竹

川

銭

面

犬

舎

一

ふ

る

っ

て

ご

参

加

く

だ

さ

い

。

愛

す

る

た

め

主

要

倒

的

惑

し

で

こ

の

之

、

3
9
2
Z二
塁

波

、

豪

語

襲

α

高

時

H
M
E
g午
前

9禁

容
手
波
沼
公
出
掛
か
ら
五
本
晶
体
A
U
憎
ま
で
将
来
的
事
業
め
た
的
内
貯
え
と
な
る
も
一

v日
時
日
開
H
3
日
〈
け
〉
午
前
凶
時
分
か
ら
へ
九
日
会
均
ザ
合
川
円
}

遂
事
滋
淡
い
に
ハ
ナ
ン
ヨ
ウ
プ
聞
出
地
を
め
で
も
災
災
的
に
使
間
で
き
る
の
u
H
議
い
か
ら
午
後
4
持
均
分
ま
で

w
v
b皆
様
中
央
公
町
内
銭

鉱

山

附

し

、

絞

殺

従

的

と

よ

み

6
4
5
万
円
で
す
e

…w
v
会
嶋
市
町
民
全
日
開

w
v
替
加
繁

1
0
0
0
m
n
(
円
草
食
付
)

*
氏
自
転
車
(
中
古
白
転
車
会
翼
線
〉
ニ

2
肉
、
公
社
で
は
賛
助
会
院
と

m
i
l
l
i
-
-ヨ
注

1
1
1
d

に
よ
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
事
殺
し
て
、
事
業
を
護
し
て
く
だ

2制
限
…
通
噛
一
日
出
問
崎
一
一
ー
相
村
総
式
会
-
一

キ
産
物
や
総
光
右
上
校
…
い
す
る
事
業
人
ま
た
は
凶
体
令
官
都
慾
し
て
い
ま
す
。
一
伝
日
棋
に
凝
代
の
機
嫌
会
ミ
ッ
ク
ス
o

将
棋
時
多
緩
ま
れ
。

a
F
将

来

約

牟

家

幾

何

間

人

余

録

は

I
U
2
0
0
0
m円
、
同
凶
体
い

wv
続
時
日
月
u
d
H
U
手
議
日
時

V
悶
時
日
行
口
付
口
{
日
)
午
前
山
時
か

*
観
あ
物
品
問
、
句
ン
タ

ihyあ
ゆ
み
の
郷
念
総
は
2
L

刊
誌
万
円
で
、
年
2
口
以
上
い
か
ら
午
後
ら
持
ま
で

h
午
後
G
時
ま
で
(
う
H
A品
川
崎
で
受
付
〉

金
銭
的
住
設
及
び
管
制
時
一
操
協
て
す
“
ふ
る
っ
て
こ
H
H
助
く
ど
き
る
よ

V
会
場
↑
市
民
会
館
ホ

1
ル

wv
会
議
中
卓
八
公
開
山
総

*
減
免
レ
ク
リ
ヌ

l
シ
忽
ン
総
絞
め
臨
時
う
、
お
雨
明
い
申
し
上
げ
ま
す
れ

ww
参
加
費

1
0
0

混
濁
辺
の

自
然
急
か
し

続〉

レ
ク
静

響
質
宿
泊
馬
辺
mw
間
観
光
レ
つ
り
X
I
U
3ン
や
姶
構
緩
議
の
録
曲
醐
官
官
ね
ら
い
と
す
る
一
、
〈
財
務
法
人
)

1

串
臨
み
申
路

公
設
L

ガ
綾
波
書
杭
法
し
だ
駒
持
出
眠
、
拙
抽
渓
会
mv
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
斡
M
L
抑
制
惜
務
添
削
闘
を
行
う
ほ
台
、
将
来
は
サ
イ
ク

リ
ン
グ
事
離
や
混
一
一
S
し
仲
牲
と
、
車
し
い
事
聾
密
輸
蹴
多
〈
桝
山
総
し
て
い
設
す
。
震
期
間
ヱ
欄
榔
H

あやめ祭りじlZJi入
試i民まつりi二G万人
産業まつりじら.5万人

楠
山
河
口
日
仁
醐
捕
す
れ

た
公
社
設
立
総
務
会

ー
市
役
福
間
5

文言用絶対地の米下総237 



1蜘 11. 1 (2) 

238 

り

6
4
6
一
駅
前
放
置
自
転
車
ク
リ
ー
ン
キ
ヤ
ン
J

パツ

放
置
自
転
車
を
撤
去

際
ロ
我
孫
子
駅
南
U
は

、

常

時

約

3

0

ま

す

。

ら

1

講

座

を

選

択

し

て

く

だ

さ

い

。

た

O
台
の
自
転
車
や
ミ
ニ
パ
イ
ク
が
道
路
撤
去
の
方
法
は
左
記
の

4
qで
す

が

、

だ

し

時

間

帯

が

途

フ

講

座

に

つ

い

て

は

よ

に

置

か

れ

て

い

ま

す

。

一

方

、

天

王

も

ち

ろ

ん

政

殻

自

転

車

内

問

題

は

、

徹

2

講

座

受

講

も

で

き

ま

す

。

古
訳
線
路
保
は
白
線
内
の
置
き
場
内
収
去
す
る
だ
け
で
二
件
落
着
仰
と
い
う

V
募
華
人
数
各
講
座
四
人
(
@
パ
ソ

容

能

力

を

越

え

て

一

一

重

、

一

一

一

重

駐

輪

と

わ

け

で

は

あ

り

ま

ぜ

ん

。

市

民

の

皆

さ

コ

ン

入

門

の

み

口

人

)

先

着

煽

な
り
、
約
8
o
o
-
-
o
o
泊
吉
町
自
ん
の
ご
協
力
が
な
け
れ
ば
、
い
つ
ま
で

V
経
費
無
料
(
@
パ
ソ
コ
ン
入
門
的

手

軽

で

便

利

な

自

転

車

の

利

用

者

は

道

路

上

に

放

置

さ

れ

た

自

転

車

は

、

緊

車

が

道

路

部

分

に

は

み

だ

し

、

事

行

た

っ

て

も

問

題

は

解

決

し

ま

せ

ん

。

駅

み

教

材

質

と

し

て

3

5

0

0

円
)

増
え
る
一
方
。
し
か
し
、
こ
れ
に
伴
い
ま
ち
の
美
観
を
損
な
う
ば
か
り
で
は
な
者
や
車
内
迷
惑
と
な
っ
て
い
ま
す
。
か
ら
近
い
人
は
で
き
る
だ
け
自
転
車
内

V
応
募
方
法
ハ
庁
キ
に
住
所
、
氏
名

道
路
上
に
自
転
車
を
肝
駐
車
し
て
い
る
方
く
、
人
や
寧
の
通
行
を
訪
げ
た
り
、
防
こ
の
た
め
市
で
は
、
日
月
日

g
か
ら
利
用
を
控
、
え
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

V
開

設

跨

座

ら

3

時

、

山

田

寿

一

教

佼

)

年

齢

、

電

話

番

号

、

希

望

講

座

番

号

及

も
多
く
見
か
け
ま
す
。
「
み
ん
な
置
い
災
上
の
障
寄
と
も
な
り
ま
す
図
四
日
ま
で
を
「
釈
荷
波
置
自
転
車
ク
リ
自
転
車
利
用
者
の
方
は
、
キ
チ
ン
と
駐
*
日
月
日
日
か
ら
四
月
H
目
的
毎
週
土
本
日
月
四
日
と
ロ
月
7
日
(
計
2
回
)
ひ
講
座
名
を
明
記
し
、
日
月
7
日
ま
で

て
い
る
か
ら
」
ひ
と
り
む
と
り
が
こ
う
市
内
で
特
に
放
置
自
転
車
が
目
立
つ
i
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
強
化
週
間
」
と
し
、
輪
場
内
に
駐
車
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
い
曜
日
(
計
5
回
)
⑮
心
の
し
く
み

η

深
層
心
理
学
入
門
。
に
、
我
孫
子
1
6
8
4
教
育
委
員
会
社

言
っ
て
い
る
摘
に
、
訳
荊
に
、
路
地
に
の
は
、
我
孫
子
釈
南
口
青
木
ピ
ル
前
駐
市
内
4
駅
(
我
孫
子
、
天
王
古
、
湖
北
た
し
ま
す
。
④
近
代
文
学
を
読
む
(
午
後
1
時
却
(
午
後
1
時
四
分
か
ら
3
時
、
片
野
会
教
育
課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

放

置

自

転

車

が

同

唱

え

一

続

け

て

い

ま

す

。

輪

場

周

辺

と

天

王

台

駅

南

北

口

の

線

路

布

佐

)

で

紋

置

自

転

車

の

撤

去

を

行

い

分

か

ら

3

時

、

鈴

木

敬

司

教

授

)

卓

教

M

M

)

V

問
い
合
わ
せ
社
会
教
育
課

I
l
l
i
-
-
I
l
l
l
l
1
1
1
I
l
l
1
1
1
I
l
l
l
1
1
1
I
l
l
l
1
1
1
I
l
l
l
i
-
-
-
-
-
」
⑨
や
さ
し
い
社
会
学
(
午
撞
3
時
四

V
場

所

中

央

学

院

大

学

研

究

棟

官

(

描

)

】

5

1

1

2
3
L
F
昔、
F
園、
F
3、
主

F
J
F
F
h
t
v圏
、

一

分

か

ら

4

時

品

分

間

之

教

授

)

V

受

講

方

法

③

舎

の

講

座

の

中

か

Z
H札
制
措
』
れ
し
て
し
先

E
組
事

L
て
〈
士
宮

ι一
ー

ー

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1」

;
t
4
4
3
4
t
E
4
t
1
E
-
I
1
1
1
‘
1
2
t一
@
パ
ソ
コ
ン
入
門
(
午
後
1
時
四
分
¥
1
I
l
l
i
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
J
円
ー
」

撤

去

の

方

法

は

語

通

り

で

す

。

し

ま

す

。

か

ら

4

時

品

分

篠

原

培

市

教

授

)

一

H
H
集
ま
れ
元
気
な
仲
間
た
ち
u
H
一

一

抑

幽

一

V
撤

去

日

程

主

品

目

(

水

)

布

佐

も

し

皆

き

ん

の

使

っ

て

い

る

自

転

車

⑨

喜

を

読

む

卒

後

l

時

四

分

か

一

一

s
吋

思

£

一

時
J
H
U訪
れ

詩

誇

付

い

て

い

た

与

し

て

お

昨

日

け

目

立

十

日

分

か

Z
Z
Z
E劃一納欝一

*
日
月
日
日
(
同
月
)
十
六
著
書
北
口

Z
頼

い

盗

難

防

止

の

た

め

に

、

自

分

か

ら

4

時

立

棄

損

教

授

二

U
川
副
町

U
U引
U
M
M町
一

頃

計

三

一

*
日
月
四
日
(
火
)
我
孫
子
駅
南
北
口
転
車
に

は
必
ず
住
所
、
氏
名
喜
き
、
主
月
四
日
か
ら
ロ
耳
目
的
毎
週
土
一
書
留
軍
事
費
調

4
2
一

吋

伊

三

三

V
搬
去
方
法
駐
輪
場
内
と
そ
の
周
辺
カ
ギ
を
掛
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
道
路
曜
日
(
計
5
回
)
f
|
I
l
l
i
-
-
-
I
l
l
1
1
1
I
l
l
i
-
-
ー
ー
同
川
川
川
円
」

に
ず
っ
と
放
置
さ
れ
て
い
る
自
転
車
等
上
に
放
置
せ
ず
、
必
ず
駐
輪
場
も
し
く
⑤
成
人
病
と
健
康
管
理
、
働
き
蟻
り
我
孫
子
青
年
会
談
所
で
は
、
市
民
の

V
害
加
晶
件
小
rp
生
田
人
1
組
(
成

を
対
象
に
、
撤
去
目
的
2
遊
間
前
向
日
は
周
り
所
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
夜
は
の
健
康
管
理
(
午
後
1
時
泊
分
か
ら
交
流
と
手
賀
沼
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
人
代
表
引
率
の
こ
と
)
害
加
代
無
料

月
6
日
(
水
)
か
ら
目
白
(
火
)
ま
で
に
警
自
宅
で
保
管
し
ま
し
ょ
う
。
3
時
、
高
揚
亮
三
教
授
、
小
泉
東
海
め
て
も
ら
う
た
め
綱
引
き
大
会
を
開
催

V
申
込
方
法
事
加
チ
|
ム
の
代
表
は

告
札
を
付
け
‘
撤
去
日
に
な
っ
て
も
警

V
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課
交
通
防
雄
助
教
民
)
し
ま
す
。
子
供
が
集
ま
れ
ば
誰
で
も
春
日
月
刊
日
ま
で
に
一
也
一
請
で
申
し
込
ん
で

告

札

が

付

い

た

ま

ま

の

自

転

車

を

徹

去

犯

係

⑥

主

婦

と

経

済

(

午

後

1

時

四

分

か

加

で

き

ま

す

。

ま

た

、

手

賀

沼

汚

染

の

く

だ

さ

い

よ

後

目

、

開

催

要

項

と

チ

l

現
状
に
つ
い
て
の
お
話
や
稚
魚
の
放
流
ム
編
成
存
を
送
付
し
ま
す
)

も
あ
り
ま
す
。
我
こ
そ
は
と
思
う
子
供

V
申
込
・
問
告
せ
先
ネ
我
孫
子
地
区

た
ち
、
挑
戦
し
て
み
よ
う
ロ
チ
ャ
ン
ピ
白
川
官
制
2
3
2
4
*
天
王
台
地
区

オ
ン
に
な
る
の
は
君
た
ち
だ
/
武
智
官
制
0
7
9
3
*
湖
北
地
区
間

V
日
時
日
月
回
目
(
悦
)
雨
天
M
B

担
〈
効
〉
官
制
O
E
O
-
、
〈
白
〉
宮

受
付
午
前
8
時
間
会
午
前
9
時
岡
2
2
7
7
キ
布
佐
地
区
正
者
世
糊

V
場

所

手
m
H
沼

公

回

広

場

8

7

8

9

駅濁辺にあふれ

る放置自転車を

嫌去します。

警告私ガついて

いたらご注意。

z vr あ

11月16日出17日日

中央公民館ホール

市
内
で
生
産
さ
れ
た
農
作
物
を
広
く
一
般
に

紹
介
す
る
と
と
も
に
、
農
業
技
術
的
改
善
向
上

令
包
る
た
め
、
第
4
回
産
業
ま
つ
り
(
農
業
部

門
)
を
開
催
し
ま
す
。
と
り
た
て
の
野
菜
や
肉

も
市
価
よ
り
グ
ー
ン
と
安
い
お
値
段
で
販
売
。

章
旗
そ
ろ
っ
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

V
主
催
我
孫
子
市
産
機
背
壮
年
会
総

第672号

直ご劃
とれ盲 zあ
して H 主
てい月た
且るの
分場自

愛裂い合目転

媛媛たはま要事
子 L"~では

予嘗ま韮世
す宋置

市警やさ

市
内
の
農
業
を
見
直
そ
う

新
鮮
な
野
菜
、
肉
ガ
超
安
値

i¥¥ 催 L 物 時 問

16a 共進会出品物受付、審査 9: 00-17: 00 

重量獲物{トマト、キュウリ}等の均売 10:ω-14: 30 

豚肉、淡水魚かい頬丹販売 10: 00-16:∞ 
共進会出品秘書P売予約 12: 00-

17日
農薬相談コマナー 10:∞-14 :∞ 
小学生議選コンクール 9 :ω-15: 00 

インデイ字均ターム大会 9: 30-15:∞ 

(
小
学
生
書
道
コ
ン
一

一ク
l
ル
作
品
募
集
)

締
め
切
り
迫
る
/

ど
し
ど
し
ご
応
募
を

V
出
品
規
格
・
テ
I
マ
3
、
4
年

生
「
こ
し
ひ
か
り
L
S
、
6
年
生

「
千
葉
町
未
L

用
紙
は
1
月
の
番

初
展
に
使
用
し
た
も
の
。

V
応
募
方
法
作
品
の
表
に
学
年
、

氏
名
を
記
入
。
裳
に
は
住
所
.
学
校

名
を
明
記
し
、
市
役
所
幾
政
課
へ
持

事
ま
た
は
郵
送
。
ー
人
1
点
限
り
e

v表
彰
特
別
賞
、
入
選
、
佳
作
に

賞
状
及
び
賞
ロ
聞
を
授
与
、
出
品
者
全

員
に
事
加
賞

V
締
め
切
り
U
R
5
日
午
後
5
時

V
問
い
合
わ
せ
農
政
課

H
気
軽
に
大
学
で
学
ぽ
う
H

中
央
学
鴎
大
学

市
関
大
学
開
撤
醐
醐
臨

1985 

国
際
青
年
年
内
記
念
事
業
町
一
環
と
*
詫
孫
子
コ
l
ス
市
役
所
駐
車
場

し
て
、
市
内
3
か
所
か
句
記
念
フ
ェ
ス
午
後
0
時
四
分
ス
タ
ー
ト

テ
ィ
パ
ル
の
行
わ
れ
る
五
本
松
公
開
に
水
天
王
台
コ
I
ス
天
王
古
西
公
酒

向

け

て

ラ

リ

ー

を

行

い

ま

す

。

正

午

ス

タ

ー

ト

ル
ー
ん
は
い
た
っ
て
簡
単
。
コ
?
地
*
湖
北
コ
ー
ス
湖
北
台
中
央
公
開

図

が

指

示

し

た

方

向

や

速

度

に

従

っ

て

正

午

ス

タ

ー

ト

正
確
に
宇
〈
だ
け
で
す
。
初
め
て
の
あ

V
害
加
資
格
小
学
生
(
5
年
生
以
上
)
、

な
た
も
ベ
テ
ラ
ン
の
あ
な
た
も
、
市
内
中
学
生
、
高
校
生
、
大
学
生
か
ら
一
般

各
所
か
ら
五
本
松
公
函
め
ざ
し
て
ラ
リ
町
方
ま
で
ど
な
た
で
も
2
1
3
人
1
絹

ー
に
事
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
ラ
リ
ー
に
先
立
っ
て
、
我
孫
子

V
書
加
費
無
科

コ
1
1
の
出
発
地
で
あ
る
市
民
会
館
で

V
申
込
方
法
ハ
ガ
キ
に
参
加
者
全
員

は
、
午
前
9
時
四
分
か
ら
オ
l
プ
ニ
ン
の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
学
年
ま

グ
記
ヰ
山
t
打
率
と
し
て
「
青
年
内
主
張
大
た
は
年
齢
(
代
表
者
に

O
印
)
を
記
入

会
い
を
行
い
ま
す
a

ま
た
ラ
リ
ー
の
到
し
、
日
月
日
日
(
消
印
有
効
)
ま
で
に

着
地
五
本
松
公
罰
的
野
外
ス
テ
ー
ジ
で
我
孫
子
1
6
8
4
教
育
委
貝
会
社
会
教

は
、
口
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
や
大
ゲ
l
ム
育
課
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

大
会
を
隠
催
し
ま
す
。

V
問
い
合
わ
せ
国
際
青
年
年
記
念
事

V
実
権
a
u
R
8
日
(
日
)
業
実
行
委
員
会
事
務
局
社
会
教
育
課

マ

集

合

場

所

・

ス

タ

ー

ト

時

間

宮

(

田

)

1

5

1

1

書
A 
秋

手
賀

数

千

醐
糊
と
干
の
野
瞳
観
購
と

ハ
イ
キ
ン
ク
の
つ
ど
い

私
た
ち
の
周
り
に
は
、
ふ
だ
ん
見
落

と
し
て
し
ま
い
そ
う
な
野
草
が
た
く
ぎ

ん
生
き
て
い
ま
す
。
晩
秋
的
手
賀
沼
周

辺
を
ご
家
族
で
散
策
し
、
新
し
い
発
見

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

V
日
時
日
月
口
臼
(
臼
)
午
前
9
時
四

分
か
ら
午
後
3
時
ま
で
。

V
車
合
市
役
所
正
面
玄
関

V
講
師
斉
藤
吉
本
先
生
(
千
葉
県
生

物
学
会
委
員
)
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V
入

閣

の

撃

つ

ぎ

の

ま

う

す

で
の
い

γれ
か
に
該
当
し
、
家
出
明
後
禅
門

が
間
開
制
勝
主
犯
輩

ゆ
持
組
問
か
京
総
外
労
働

②
母
掴
棋
が
笈
縦
一
市
門
労
働

必
録
制
酬
が
い
辛
い
家
縫

L
て

い

在

い

間

見

滋

に

つ

い

て

も

臨

・

綴

幾

途

絡

〈

だ

ぢ

い

}

す

が

、

来

車

骨

aaa
悶
刊
に
人
間
閣

は
受
田
惜
し
ま
す

b

O

脇

陣

務

総

鋒

帯

同

(

特

腕

傑

曜

時

〉

を

場

液

中

安

る

方

は

M
H円

。

綴

然

続

行

保

育

(

終

務

録

賞

@

対

象

深

脅

広

欠

け

、

明

窓

口

係

官

門

悦

門

口

(

土

)

ま

で

に

出

潟

@
対
象
食
品
問
M
M
刊
日
以
上
8
か

月

来

が

可

能

と

判

徹

さ

れ

る

軽

度

心

待

機

乎

絞

き

を

し

て

く

だ

さ

蒲

の

乳

兇

害

発

滅

。

笠

賓

室

は

必

f
n
4
議

様

、

会

喜

一

市

議

室

、

議

室

著

書

、

聖

書

酬

を

申

嘉

聖

書

長

水

道

工

事

市

立

凋

明

北

品

ば

係

府

間

縄

訓

払

立

恵

愛

保

線

容

に

添

付

し

て

く

だ

さ

い

。

絞

す

る

就

学

総

喜

本

滋

潟

、

や

は

部

3
次
義
務
畿
の
一

品
円
限
、
制
私
立
怨
員
同
時
帯
問
抽
出
{
傑
脚
内
け
ザ
申
碕
古
川
司
法
人
間
出
申
請
滋
は
隠
滅
家

V
内
容
獄
後
心
身
時
沖
縄
と
し
て
、
品
開
北
山
口
、
減
点
同
時
か
ら
日
秀

細
則
的
制
m
h
N
?
前
年
度
中
山
皆
様
乏
索
、
縫
謙
次
ひ
(
&
保
育
問
出
に
み
り
ま
す
。
十
申
書
児
と
そ
の
母
親
や
保
綴
柏
崎
先
に
辛
け
て
、
滅
後
4
0
0
J
の
総

液
体
的
け
保
育
を
給
額
千
る
方
も
ご
必
然
資
蹴
出
(
緑
、
然
、
制
聞
い
な
台
、
東
あ
義
仁
対
す
る
樹
揮
者
向
知
織
の
神
背
水
位
百
布
役
X
W明
文
甘
い
ま
す
。

馳

品

脚

ぴ

こ

、

襲

、

菜

、

つ

〈

し

没

務

総

正

常

生

活

動

終

的

建

訓

こ

の

工

事

は

続

本

及

び

務

総

選

の

U
U片
河

野

総

一

)

の

入

摘

出

申

一

警

は

、

線

別

品

川

ザ

そ

の

指

導

、

議

拘

一

相

談

終

止

め

低

下

を

副

議

す

る

と

と

も

に

‘

d
w品
匂
液
按
児
童
塗
務
総
へ
拠
出
し
て
ひ
ま
わ
り
留
め
銭
円
悶
の
生
活
の
中
で
、

V
醐
問
い
合
わ
せ
申
し
込
み
身
体
隊
期
尚
北
地
反
で
総
本
す
る
地
下
水
を
お
効

く
だ
怠
い
α

子
供
た
ち
は
す
ぐ
す
く
と
伸
び
、
お
徐
容
者
短
銃
殺
ン
タ
1
E
(
縮

)
0
1
4
1

に
制
特
約
す
る
と
め
の
も
の
が
令
。
工
事

帯

側

問

い

合

わ

せ

市

立

然

資

閣

さ

ん

を

は

む

め

家

擦

の

方

を

滋

ば

せ

て

紛

獄

中

は

皆

さ

ん

に

土

交

司

」

迷

惑

を

お

は

兇

五

皇

室

察

課

へ

。

総

主

祭

脊

い

愛

す

。

か

け

L

ま

す

が

、

ぷ

協

力

く

だ

さ

る

よ

鐙
に
つ
い
て
三
岬
体
育
関
車
。
入
樹
申
請
窓
治
的
意
け
u
誌
で
い
ま

後
母
親
の
術
学
務
耳
を
ど

安
情
白
人
的
脅
殺
な
ど

憲

懇

災

害

壱

ど

な
お
、
就
労
者
法
1
m
5
時
間
閥
、
同
月

初
日
で
最
依
1
0
0
吟
総
以
上
門
就
労

が
必
要
?
A
9
0
ま
た
乍
お
総
則
邦
榊
臓
が
2

人
以
上
い
る
場
合
は
、
す
べ
て
の
兇
援

の
人
間
申
請
が
必
獲
で
曾
。

Vλ
闇
闘
で
嘗
る
年
齢
帝
京
保
山
阿
愉
闘
は

8
'
r付
円
以
上
、

4
月
1
お
い
い
年
鈴
が
速

資
源
の
紛
失
に
注
意

留
収
離
に
な
く
な
る
事
態
競
売

品
取
一
宍
統
制
仰
ス
テ
i
ン
ヨ
ン
に
泌
さ

れ
た
新
総
紙
主
ど
の
資
制
怖
が
、
山
川
収
納

に
な
〈
企
る
と
い
う
務
時
間
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

議
b
R
C

ん
の
賞
丞
寺
泊
目
減
で
す
。
災
ぬ

の
中
判
然
幸
一
市
同
市
を
は
る
え
め
に
も
、
収

集
日
の
潟
、
組
問
ゐ
ゅ
ん
の
凶
凶
が
開
時
〈
山
け
川
川

に
山
山
す
よ
う
や
が
汁
て
く
だ
さ
い
。
な

む
、
市
の
設
は
品
を
受
け
た
枇
岡
市
郎
問
問
問
枇
祭

お
の
事
に
は
、
部
門
炎
相
押
収
悶
開
業
交
録
勝
株

主
と
品
か
れ
と
特
色
の
後
続
W
貯
が
附
ら

れ
て
い
ま
す
。

智
際
い
合
わ
智
治
泌
総
出
抗
措
日

世
{
訂

)
0
0
1
5

関易マザ叩ズ率一ム

ひまわり躍の

あ
な
た
も
保
湾
畿
で
働
い
て
み
ま
せ
ん
が

市
ぷ
傑
…
訴
時
四
国
で
は
、
係
機
が
h
u
産
な

V
総
務
時
時
間
午
線
8
時
却
分
か
ら
午

ど
で
休
ん
で
い
る
問
問
問
、
凶
児
の
品
同
級
品
開
4
時
知
分
ま
?

を
で
き
る
方
的
登
録
を
受
け
付
け
ま
す
。

V
申
し
込
み
ふ
潤
い
合
わ
せ
都
品
認
申

V
駿
緩
保
母
(
古
昨
副
総
指
〉
吋
地
縁
{
児
童
家
経
緯
に
阿
川
殺
}
珪
び
綬

W
採
間
間
人
昌
間
後
録
申
鳴
か
ち
若
子
名
機
議
(
市
販
の
も
の
に
写
真
貼
付
)
い
い

V
録
用
期
限
必
楽
に
応
じ
て
必
要
事
項
を
犯
人
し
、
深
川
増
資
総
取
得

V
年

齢

齢

制

緩

ま

で

絞

明

畿

の

百

dtと
健
康
総
胤
期
借
慣
を
品
川
付

帯
際
線

2
日
4
6
6
0対
し
て
均
妥
京
一
結
週
間
へ
M
W
勢。

日
昭
和
引
年
護

nu

就
学
予
定
児
童
の

お
温
お
に

ghげ

k
m
9
V
U
H
1
U
N
5
H口
か
ら

ぬ
額
以
属
議
院
雄
世
相
官
小
学
綬
で

学
校
保
健
糾
惜
の
幾
裁
に
よ
り
、
来
杯

V
時
間
同
午
後
1
時
か
ら

小
学
校
入
学
学
笈
波
誠
毘
(
昭
和
制
年
4

V

防
い
品
名
哲
学
校
教
稼
滋

月
2
波
数
ま
れ
か
ら
総
務
務
総
4
R
I

宮
{
削

)
1
1
5
1

問
中
川
ま
れ
ま
で
〉
の
鍛
綴
鈴
鮫
(
知
能

地
問
交
を
含
む
)
を
次
的
日
程
で
行
い
ま

す。

昭
和
判
例
制
作
ヰ
皮
就
学
予
定
問
応
援

の
幾
康
診
厳
臼
韓
日
袋

~Iヨ養寺 月日程晶、.;愈綴

iま午前10時金、ら午後 4

努事、土援はj[冬までo

~~語義者 数符寄与鈴会事士
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鶴

鍋

輔

喝
子
鵠
溜

叫
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車
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歩
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暴力、盗み、ンンナ一

波び、交友、食言葉浪費
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ヤ" L よけ‘さ，するけ すいにつ陰If二つり
5 会スい伐、 え て 30後て 11幸て 。コ総て品めかと

捜
用
済
乾
電
浩
は

従
来
遊
り
分
別
収
集

今

後

も

専

門

の

し

か

し

努

丘

、

h

y

L

Z

議

が

一
切
ま
均
二
、
i

己
主
土
、
宇
量
打
、
盤
ヲ
す

工
場
で
適
恋
処
理
総
収
集

l
f
v
A乞
配
下

抽
出
則
涜
出
世
情
峨
神
間
に
よ
る
環
境
付
泌
総
に
処
湾
L
て
い
ま
す

G

品
目
宇
九
の
ご

認
に
つ
い
て
‘
今
年
の
7
丹
、
隊
令
交
混
然
と
ど
協
力
を
L
N
綴
い
し
ま
す
。

限
的
ぬ
州
問
機
測
で
あ
る
ゑ
治
療
境
事
議

品
川
の
い
紺
去
が
岳
会
れ
ま
し
た
。
こ
の
級

位
れ
で
は
、
的
問
脳
出
淡
乾
電
池
は
ぬ
の
ゴ
ミ

と
Fdわ
牧
て
処
理
工
て
も
縦
波
州
国
全
土

問
総
は
会
い
と
し
て
い
ま
す
匂

け

額

セ
舶
の

h
J

の

チ

ら

h
J
お
M

日
月
は
ガ
ス
安
全
接
続
強
譲
月
間

う
お
ぬ
い
し
ま
す
。

道
部
m
締
斐
ぷ
車
線
か
ら
晃
2

7
2按
級
交
〈
下
町
内
参
昭
一
}

官
マ
エ
糊
制
緩
制
判
的
年
日
同
月

vnu今
勺
日

早
3
日
付
開
山
日
ま
で

V
問
問
い
合
わ
せ
水
虚
弱
投
術
院
品
開
唱
災

江
議
論

下
水
道
工
事

叫
畔
本
袋
小
叩
設
工
事
mw
点
め
、
〆
ば
蔵
地

域
先
の

F
内
閣
の
滋
榊
刊
が
市
中
わ
時
通
行
止
め

と
号
り
ま
す
a

入
、
自
転
車
は
必
行
℃

き
ま
す
が
卜
分
注
意
し
て
く
だ
会
い
包

帯
工
事
期
間
m
h
制
約
年
日
月
日

B
か

ら
旧
年
Z
H円
小
平
臼
ま
で

甲
山
問
い
合
わ
せ
送
路
湘
州
工
銭
係
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帝
京
閃
滋
柏
崎
で
は
2
淡
か
ら
9
綾
泣

ま
?
の
子
ど
も
遼
に
殺
人
で
ほ
し
い
総

事
抑
織
を
選
び
、
「
わ
た
し
た
ち
の
え
も

ん
だ
え
は
ん
問
問
中
1
」
一
等
古
典
)
に
ま
と

め
ま
し
た
。
一
理
か
い
チ
ど
も
時
代
に
一

様
?
も
多
く
、
心
的
蕊
か
ら
議
IUめ
る

本
い
い
出
会
う
こ
と
を
綴
っ
て
発
行
す
る

も
ぬ
で
す
。

JA制
定
信
に
緩
い
で
あ
り
ま
す
。
ご

向
山
闘
に
む
持
ち
竺
く
だ
さ
い
。

曹
関
い
食
お
せ
術
開
悶
吋
間
堂
露
骨
(
制
)

1
1
1
0
(
誘
惑
に
附
附
す
る
制
開
始
川
も
)

vr 

『手賀i昌の院の出J:;:;111傘勇(東我E草子}
う雪主駐日本ーの手書電波でも、こんt.i:奨しいと書j)'ずありますと

あなたをねらうこん訟手口
い
ま
も
訪
問
問
緩
交
に
よ
る
ト
ラ
プ
ル

が
公
的
刷
会
柏
崎
で
発
生
し
て
い
ま
令
。
こ

れ
は
我
綴
子
中

mで
も
例
外
で
は
な
く
、

古
市
町
相
談
窓
口
に
も
多
数
の
講
話
摘
が
寄

せ
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。

ラ
H
J
i

-
-
叩
湖
北
ム
時
間
分
総

A
F同
け
は
沼
紛
風
ち
ぎ
り
絵
ヘ
山
山
思
議

と
作
品
は
次
的
巡
り
で
す

G

本
滝
m
出
ひ
な
代
『
欲
的
今
総
淑
本
務

家
絵
本
橋
校
『
四
回
冬
の
子
一
賀
川
瑚
h

*
山
官
山
川
久
子
判
グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
し

喜
本
懇
チ
綴
渡
的
争
終
滋
公
園
伊

*
群
町
寺
愛
子
『
一
遊
一
歩
退
〈
手
爽
袖
梢
}
恥

高
い
品
事
わ
せ
市
災
思
議
総
湖
北
台

分
掛
崎
君
(
出
削
〉
3
0
5
5

。

晴

雄

り

診

す

・

返

事

一

湾

、

ベ

ピ

rv
パ
年
1
、
応
待
〆

O
譲
っ
て
く
だ
さ
い

ザ
有
料
で
本
ス
ト
i
ブ
ヨ
ガ
ie
ド
(
時
間
フ
ァ
1
(
須
藤
宮
(
的
}
0
3
7
1
V
V
絡
安
で
*
キ
な
タ
イ
プ
プ
イ
タ

山
削
減
勺
ベ
ザ
j
y
L
ン
ス
(
階
段
問
問
)
Jし
需
品
w
v
録
制
判
明
、
学
路
緩
い
す
二
人
掛
2
〈
品
純
子
器
〈
舘
〉
9
2
0
7
~
*
出
イ

閣
官
(
引
出
)
6
3
5
1
J
や
や
ダ
ブ
ル
ベ
つ
)
(
抗
出
小
説
時
(
的
制
)
6
4
6
0
0
)
*
ン
チ
寝
転
出
中
{
女
子
刻
、
機
筋
件
付
)
(
森

y
ド
〈
武
重
宮
(
泣
)
5
8
2
0
v
*
初
家
内
す
べ
り
合
計
一
対
的
閣
官
d

邸
側
)
3
3
3
旧
同
君
(
由
民
)
4
8
3
5
d

イ
ン
チ
ミ
ニ
サ
イ
ク
ル
、
じ
ゅ
う
た
ん
2
〉
*
港
気
オ
ル
ガ
ン
〈
早
出
灯
時
(
悶
J
W
期
市
申
し
込
み
は
各
連
絡
先
へ
直
線
滋
域
的

{
4
・
5
燃
に
竹
内
情
(
招
)
2
8
6
9
)
0
0
7
9
〉
*
7
y
ト
レ
ス
(
セ
ミ
?
。
コ

i
ナ
i
相
抑
制
戦
希
一
浪
者
は
、
市
延

長
療
ぶ
ら
下
が
り
議
議
選
議
ダ
ブ
ル
二
渡
辺
。
労
3
7
3
0
M
笠
重
読
書
出
捕
ま
で
減
給
で
。

2
0
0
8
*
子
ど
も
熔
食
事
い
す
‘
命
令
ね
文
タ
イ
フ
{
挑
品
同
)
(
山
山
間
借
瞥
隊
い
合
わ
せ
中
市
民
生
泌
謀
総
統
仲
?
必

ず
口
パ
ン
ガ
ス
熔
滋
沸
か
f
凶

器

一

ム

斗

附

{

制

)

S

6

4

8

治

州

附

♂⑨ 

崎
開
業
者
に
は
告
ど
み
の
湘
岬
い
予
と
筆
談
、
そ
し
て
苧
料
酬
が
あ
る

G

な
か

滋
を
鮫
強
し
て
い
る
の
が
「
て
が
で
も
手
誌
は
品
見
え
る
と
実
に
制
関
税
で
あ

の
会
L
だ
。
同
開
終
障
害
者
年
司
綴
る
た
め
、
将
緩
容
も
多
い
。

利
関
与
6
丹
、
術
的
乎
絡
議
窓
会
「
て
が
の
会
い
が
?
き
ず
¥
同
門
よ
り

の
終
了
中
す
わ
が
中
心
と
九
ゆ
っ
て
ス
も
の
収
穫
辻
鍵
常
者
と
ろ
う
あ
慢
が
よ

タ
i
-
Pさ
せ
た
。
現
在
の
会
福
間
詩
的
り
純
潔
に
交
流
で
き
た
こ
と
。

胡
拐
殺
の
州
統
の
ぞ
ら
夜
の
叩
鮮
と
に
泌
さ
λ
と
心
か
ら
殺
を
す
る
こ
と

分
か
れ
て
品
開
泌
し
ど
い
る
。
が
で
き
る
の
で
、
ニ
こ
に
滋
る
の
が
災

ぜ
村
の
不
自
由
主
方
の
係
議
ガ
総
よ
り
の
織
し
み
。
・
お
か
げ
で
役
制
作
が
昨
怖

い
い
は
、
引
い
の
動
き
を
刊
紙
む
口
話
泌
が
っ
た
織
と
で
す
い
と
号
フ
為
の
会
員

石
原
さ
ん
は
一
諮
る
。

会
員
の
中
に
は
こ
の

A

設
を
や
y
カ
ウ

と
し
て
知
り
命
っ
た
ろ
う
あ
の
カ
の
た

め
に
、
代
わ
り
に
滋
緩
を
か
け
た
り
L

で
い
る
方
や
、

4
4肺
線
瑚
神
崎
械
と
し
て
ろ

主
あ
の
方
を
教
え
長
方
も
い
て
、
作
成

楽
"
も
方
々
明
、
上
が
っ
て
き
て
い
る
。

会
長
は
か
一
万
人
，
持
率
占
的
中
野
社
滋
子

さ
ん
。
こ
の
遂
の
ベ
テ
ラ
ン
で
総
市
特
約

川
内
剣
も
。
単
に
手
話
の
投
待
た
け
で
は

48 

っ
と
は
し
い
?
タ
ね
」
と
会
長
。

な
お
、
終
明
闘
は
終
的
抑
制
が
け
総
日
の

午
後
1
時
か
ら
3
山
川
ま
ザ
湖
北
，
い
け
が
ね
悶

々
ン
タ
ー
で
、
夜
の
初
出
は
大
腿
H

け
の
午

後
6
時
部
分
か
ら
8
時
町
四
分
ま
で
中
央

主
く
‘
実
際
じ
ろ
う
あ
の
方
的
州
市
立
公
民
館
で
の
伸
総
会
家
中
。

問
同
州
躍
も
交
え
な
が
ら
鍛
雲
長
め
る
。
茎
絡
社
会
議
社
協
雪

時
間
関
礼
付
M
聞
き
ん
も
「
手
誌
と
と
も
に
締
へ
悦
)
1
ら
3
0
4

出
陣
答
品
点
検
に
つ
い
て
も
、
い
ろ
い
ろ
と

話
し
合
っ
て
い
き

た
い
で
す
ね
。
そ

れ
骨
仲
品
川
陥
の
中
に

い
か
し
て
い
け
た

ら
と
思
い
ま
す
L

ム
廷
は
ぷ
校
依

か
ち
部
誌
の
後
歳

時
単
一
怠
ん
ま
で
。

ー
将
棋
ぜ
か
、

ろ
う
あ
協
会
的
殺

す
一
と
苧
お
逸
品
抗
の

派
別
撤
削
制
緩
を
。
そ

し
て
、
ろ
う
あ
、

鍵
滋
き
が
共
に
楽

し
め
る
僚
会
も
も

脊下

旬

ま華
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級
品
開
い
ち
千

務
わ
な

γ
か
川
旧
に
淋
し
く
鳴
の
笛
災
関
税
州

地
に
落
ち
て
な
は
蝉
や
か
や
柿
務
盤
情
鈴
木
記
チ

情
的
巡
り
を
番
ひ
し
ま
ま
に
附
間
的
措
く
よ
一
日
一
人
甘
将
夫

タ
バ
ゃ
縦
波
に
法
む
子
賀
の
沼
町
附
抽
出
資
十
一
級
f

刊
刊
を
骨
い
い
し
み
じ
み
と
附
州
三
府
間
の
声
松
浦
山
口
織

的
け
ぷ
る
沼
い
い
浮
緩
め
時
ご
滋
…
公
子
事
山
間

続
織
の
リ
決
ま
ら
ぬ
ま
ま
の
夜
寒
か
な
脱
出
幻
弓
フ

仏
抽
出
告
凝
る
本
般
的
番
目
線
小
春
時
鳩
町
出
ま
さ

M
小
選
考
の
俳
句
が
叶
綴
代
門
日
本
俳
人
全
集
L
お
よ
び

寸口
u
b
平
前
世
代
俳
人
議
場
官
い
に
換
は
帥
さ
れ
ま
し
た
。

き
ハ
グ
け
張
本
一
戸
く
く
る
繍
悶
川
社
殺

り
ん
ど
う
と
務
機
ヘ
病
院
の
友
的
役
辺
に
治
け
て
織

り

ぬ

小

山

山

礼

子

総
入
れ
、
突
紫
小
僧
」
と
滋
は
れ
L
力
十
ふ
も
守
主
り

の

絞

染

に

一

一

俊

削

る

る

鈴

泌

総

子

部
門
一
符
ヘ
で
銭
入
る
る
手
持
す
れ
十
く
て
若
き
ら
パ
ス
を

き

っ

と

降

り

行

く

お

付

ウ

タ

ヨ

昨
今
、
実
際
に
あ
フ
先
制
問
級
制
問
荘
一
び
出
し
、
契
約
宏
明
説
る
の
が
符
跡
地
。
れ
、
マ
ル
ヂ
海
法
に
類
似
し
て
い
ま
す
。

的
抑
制
介
し
ま
ず
。
あ
壱
た
も
ご
家
柑
臓
の
日
ち
ん
の
場
合
は
、
契
約
2
日
後
の
も
う
け
緩
い
の
せ
ら
れ
友
人
を
勧
誘

方
主
人
さ
液
凝
売
会
民
委
譲
ザ
た
め
、
ク
ー
リ
〆
グ
オ
フ
に
よ
る
解
約
し
、
入
総
鴻
係
じ
ピ
が
入
っ
た
と
い

E
A
V
た
り
総
淡
幽
冊
子
一
続
き
を
と
り
、
一
蹴
余
も
終
事
返
却
さ
う
の
が
綜
約
申
し
山
山
m
w
務
総
。
絡
は
叫
6

寸
市
役
所
か
ら
防
車
た
卒
?
に
銭
円
れ
ま

t
た
。
ク
1
リ
ン
グ
オ
フ
加
側
関
は
万
m
n
の
手
数
料
を
払
い
解
約
し
ま
a
し
と
ひ
ひ
ど
ま
ず
H

家
族
と
相
情
説
附
H

ぷ
ゑ
憾
の
フ
タ
は
ブ
ア
ス
チ
y
ク
で
7
日
開
線
約
手
続
き
は
必
子
豪
閣
で
。
必
対
も
フ
か
る
い
と
の
う
ま
い
話

な
司
れ
ば
ダ
メ
ω

と
勝
手
に
よ
導
入
届
キ
ャ
ッ
チ
匂

iuNス
掴
に
ご
凶
刷
、
心
。
品
開
に
、
お
動
絞
殺
凶
階
、
為
一
品
雲
市
妙
高
相
殺
は
交
関
久
子
品

代
舎
を
請
求
さ
れ
た
に
布
佼
a
A怠
ん
}

1

未
成
年
の
畿
が
淡
h

命
中
間
企
か
け
て
名
書
き
内
融
制
、
金
の
先
物
絞
れ
な
ど
。
治
資
害
被
害
の
最
近
め
開
閉
山
川
と
し
て
、

公

約

機

滅

的

手

を

か

号

、

議

縦

約

長

、

U

7

0

0

0

m

門

的

化

絞

宙

開

の

J

こ

5
4専
制

緩

奈

川

ω巧
妙
さ
と
被
害
令
雪
一
ω

同

議
主
党
り
つ
け
る
も
の
で
、
再
開
購
入
契
約

P

率

九

マ

き

た

が

、

震

で

¥

〈

U
q
z
d苅
制
緩
化
が
臼
じ
っ
雰
ま
す
俗
説
の
霊

消

火

器

一

重

要

素

ぷ

露

}

、

き

幸

い

だ

ろ

う

か

い

議

十

c

z

v

苓

培

、

ゴ

智

弘

主

者

に

よ

る

、

土

議

や

お

喜

り

の

滋
綬
u
R
(保
健
所
)
、
ゴ
ミ
パ
ケ
ツ
〈
淡
総
上
で
「
ア
ン
ケ
i
ト

い

い

答

え

て

下

〆

{
J
4
副
総
句
刀
M
A

被
設
が
跡
事
総
ち
ま
せ
ん
。

鋼
所

5
4わ

れ

る

手

口

で

て

定

い

い

な

ど

と

事

と

め

込

書

ゃ

一

切

間

二

J
川

被

害

容

ら

な

い

た

め

に

は

、

そ

制
制
縁
取
前
で
紛
れ
ま
す
が
、
公
約
機
間
関
常
議
所
に
漆
れ
て
い
き
相
対
必
さ
せ
る
手
「
一
成
ぽ
円
し
み
山
の
場
で
は
契
約
を
制
刊
誌
ず
い
門
家
紋
と
相

互
訪
問
販
売
は
行
っ
て
い
ま
ぜ
ん
b

字
、
化
粧
百
四
や
映
画
的
ホ
京
総
悌
な
ど
露
関
霊
法
E
絡
し
て
み
る
こ
と
で
す
ご
で
っ
す
れ
ば

弘

お

ヲ

ー

の

セ

ー

ル

ス

に

使

わ

れ

て

い

ま

す

。

ば

答

還

を

燕

料

5

7

か

ら

k

蓄
な
制
限
庁
間
同
ら
わ
れ
ま
す
し
、
聖

一
手
与
え

LJS)
こ
の
議
言
、
毒
事
の
契
約
い
う
の
芸
雪
兇
て
も
ら
っ
た
と
こ
り
家
絞
の
卒
者
も
強
ま
り
ま
す
。

露

両

鴻

納

舗

で

ゐ

る

た

め

、

義

的

署

長

で

そ

ぎ

の

ま

ま

で

は

警

に

な

る

い

そ

し

て

、

不

?

を

怒

り

断

F

漆
苦
し

t
-
h
M
滋
尽
w
し
た
が
、
寸
娘
の
金
銭
教
背
の
点
め
い
同
然
と
清
潔
わ
れ
と
。
す
す
め
ら
れ
る
ま
ま
い
い
わ
る
こ
と

e
Eフ
プ
ん
が
生
ヒ
キ
句
、

帆
町
議
総
作
話
役
、
本
人
に
支
払
わ
せ
て
象
牙
的
問
附
惨
た
惨
人
い
…
布
施
主
さ
ん
)
吋
平
協
に
州
制
緩
お
に
お
申
山
山
下
さ
い
o

a
ア

ポ

イ

ン

ト

総

淡

線

い

く

」

と

の

絞

殺

が

め

り

ま

し

九

九

す

で

に

ク

i
リ

ン

グ

ふ

々

ア

仰

向

賄

側

同

が

@

寸
自
宅
に
明
選
ば
れ
ま
し
た
恥
と
の
園
も
う
行
話
路
鴻
砲
数
き
、
解
約
料
8
0
0
0
内
長
支
払
う

l
お
わ
び
と
諒
蕊

i

常
時
泌
舶
が
か
か
り
、
営
業
所
に
出
向
い
た
「
純
一
月
間
門
的
羽
毛
ふ
と
ん
を
w
H
っ

r
め
も
つ
ま
ち
奇
い
と
結
局
は
契
約
と
お
ぶ
終
日
山
内
同
日
号
3
一
出
作
品
ぴ
こ
あ

と
ご
ろ
設
内
側
聞
に
わ
た
2

て
鋭
鋒
き
れ
、
会
誌
に
な
れ
ば
、
友
人
を
叩
紹
介
し
て
契
り
総
入
。
ニ
的
手
の
府
間
淡
的
絞
殺
口
安
は
れ
こ
れ
H

機
中
、
ぷ
中
小
師
同
公
閣
に
パ
ー

英
会
話
教
材
者
分
割
削
払
い
判
、
制
制
約
1
た
。
約
が
成
立
す
る
た
び
に
い
州
方
的
門
的
紹
介
高
齢
者
に
多
〈
、
被
世
帯
議
制
献
が
ぶ
総
に
ベ
キ
ュ

i
施
設
が
あ
る
と
総
し
ま
し
た

よ
く
考
え
て
み
る
と
、
総
綾
部
万
的
は
終
が
入
る
と
い
う
一
会
員
契
約
在
解
約
し
の
ぼ
る
の
が
静
設
で
す
。
印
緩
を
は
U

が
、
こ
れ
は
パ
!
ベ
キ
ユ
}
等
火
白
持
制
同

支
払
い
き
れ
わ
ゆ
い
に
中
陣

a
B
ち
ん
)
た
い
い
〈
つ
く
し
齢
ヤ

hu
宇
凡
)
的
、
つ
岬
跡
、
没
後
階
、
蜘
推
移
食
品
な
ど
間
用
可
能
潟
泌
が
め
ず
?
と
い
う
の
が
立
L

電
話
や
ハ
ガ
キ
て
絞
殺
務
者
ど
に
呼
こ
の
事
由
聞
は
、
代
線
総
州
一
人
ぬ
と
呼
ば
に
国
内
線
め
事
例
が
あ
り
ま
す
。
く
、
訂
正
し
て
お
わ
ぴ
い
点
し
ま
す
。

長

崎

球

い

や

り

検

問

地

内

僻

代

ぶ

秋
位
向
印
父
母
の
本
拠
に
絞
然
へ
渓
き
故
郷
の
墓
地
を

泌

ひ

ぬ

山

山

口

鈴

子
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み
ど
り
合
自
治
会
同
仙
、
期
尚
北
開
帆
北
ぬ
で
の
総
架
で
す
。

か
ら
草
川
方
麗
ヘ
徒
歩
喜
八
万
、
老
昭
和
叩
年
ま
P
は
能
套
喝
さ
く
、

人
福
松
セ
ン
タ
i
つ
つ
む
蒸
か
ら
南
誕
開
会
長
宅
会
借
り
て
役
員
会
主
間
開
い
て
い

へ
約
4
分
的
縁
の
多
い
姦
台
に
あ
る
。

約
5
6
6
択
一
}
鎖
的
分
譲
滋
は
、
沼
紛

M
年
か
ら
結
年
に
か
け
て
間
州
政
持
さ
れ
た

も
の
で
、
分
緩
や
絡
協
会
と
し
で
は
市

内
で
般
も
部
品
史
的
淡
い
'
役
会
?
あ
る
。

A
W
M
伐
の
成
樹
糊
川
端
冬
ん
日
い
お
縦
し
合
州
側

z 
「
沼
紛
持
卒
、
器
…
仙
帯
数
間
山
町
幹
で
発
渡

し
た
忍
た
ち
の
内
司
ふ
副
会
も
、
今
で
は
2

4
5
好
に
滋
れ
上
が
り
ま
し
た
。
宅
造

法
施
行
(
付
制
年
)
円
以
u
剖
円
分
譲
の
た
め
、

ド
ホ
や
滋
時
間
な
ど
、
生
沖
地
凝
境
に
難
問

が
山
山
鳩
倒
し
て
い
ま
す
。
そ
の
と
め
能
的

自
治
会
と
惑
っ
て
、
役
目
闘
に
地
問
き
綴
り

の
労
組
問
が
多
い
の
が
絡
協
同
で
す
α

ニ
れ

も
川
市
へ
の
後
続
労
力
瀞
仏
は
が
嘉
久

栄
泌
総
崎
明
金
品
川
護
タ
る
必
嫁
に
み
ん
つ
れ

U 

続
出
門
的
ア
マ
チ
ュ
ア
・
口
y
ク
・
フ

ォ
ー
ク
グ
ル
i
ブ
印
刷
組
制
人
を
集
め
た

ヤ
ノ
グ
ミ
ュ
:
一
ン
y
ク
ツ
玄
ス
テ
ィ
パ

ル
が
、
日
目
白
月
初
段
、
市
民
会
館
で
問
問
か

れ
ま
し
た
。
ぷ
の
波
山
県
加
携
は
‘
今
年
的

問
槻
絞
殺
材
中
守
化
以
ふ
し
鮎
制
御
円
舎
は
料
品
科
が

点
綴
し
た
も
の
?
、
A
W
河
鳩
に
は
九
山
代
長

(5) 1鉱 11・1

れ

れ
中
心
仁
滋
1
0
0
0
人
が
滋

め
か
け
ま
し
れ
ん

G

V

各
グ
ル
!
プ
と
も

園田
F

舞
台
放
し
と
融
制
き
図

司
っ
て
開
地
裁
慾
あ
ふ
れ

「
る
泌
畿
を
議
銭
。
こ

句

1
4
?
?

F
i
-
-
?
 

親
問
予
総
子
、
問
綴
件
、
山
地

紙
粧
唱
え
一
、
公
鴻
は
し
ば
し

、
持
制
い
品
mM
況
に
設
ま
れ
ま

し
介
、

こ
の

Hud会
を
政
初
め
た
臨
時
球
F
U
M

2
年
の
F
山
栄
子
さ
ん
と
末
古
溝
弔
一

f
さ
ん
は
ご
}
う
い
う
縫
し
は
、
こ

れ
ま
で
市
に
な
か
ご
に
の
で

K
歓
海

で
す
ω

山
円
'
油
器
も
こ
ん
会
FKき
な
ホ

ー
ル
ウ
苧
き
で
す
ご
く
寂
λ
で
い
と

二
れ
か
り
も
絞
り
け
続
け
て

総
畿
地
伐
に
絞
り
緩
み
‘
銀
行
か
ら
の
俄

り
入
れ
や
取
の
協
カ
を
得
て
、
そ
の
年

待
議
の
青
年
等
主
護
す
る
す
」
レ
L

が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
は
h
M
治
会
に
と
っ
て

…
大
事
楽
で
し
た
が
、
活
動
の
場
が
ぞ

き
た
効
回
棋
は
大
き
く
、
長
初
の
紛
人
部

い
い
殺
事
、
同
晶
体
咋
仁
子
供
会
、
四
年
に
は

務
人
一
品
多
発
注
L
護
者
論
争
姦
け

E主治会役員による湾内のj轟線。自分たちのカで住み

よい環境をつくっていこうという意気込みは十分。

絞
殺
を
ぷ
め
る
た
め
の
行
税
と
し
て

は
、
移
友
刷
、
銭
附
削
り
ιヘA
巧
ヘ
然
刈
り

寺
ど
が
み

ηま
す

Q

と
り
わ
け
‘
こ
ご

部
年
絞
い
ど
い
る
盆
踊
り
大
会
は
、
地

法
と
白
建
一
盆
民
と
の
様
相
を
一
層
深

め
て
い
る
よ
う
仁
思
い
ま
す
。

自
副
首
ゃ
か
ら
始
ま
っ
た
私
道
舗
装
は
昨

年
で
完
了
。
ま
た
会
役
帯
四
万
か
ら
加

万
ず
つ
豹
叙
し
て
μ
閉
め
た
下
本
滋
工
事

も
外
祭
デ
L
、
中
一
必
潟
地
棋
は
徐
々
に

般
紙
附
輪
島
れ
つ
つ
必
り
ま
す
。
公
綴
臓
の

紙
緩
や
隊
約
検
告
ど
、
ふ
後
謀
総
も

ま
だ
ま
だ
殺
さ
れ
て
い
ま
ず
が
、
こ
・
れ

ま
で
同
党
会
員
同
士
が
力
寺
会
わ
せ
、

市
の
協
力
も
得
な
が
ら
、
作
は
み
よ
く
明

る
い
ド
治
会
，
つ
く
り
に
努
力
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
し

V
会
長
広
瀬
栄
中
時
3
0
7
3

世
{
叫
開

)
1
6
5
6

楽
し
め
た
か
な
、

''uf

じ
で
す
“

再
?
?
r
寂

ιkfsb

4
.
M
E
Z臥
M
Fし
叫

創

換

制

円

分

、

1
ひ
年
も
山
則
的
ゆ
い
と
で
す

1

4

の
?
、
不
明
内
総
分
が
多
い
め
か
す
が
‘

い
ま
「
手
祭
事
務
詩
し
の
霊
覇
を
深
長
冊
号
機
会
資
料
と
苦
主
役
惑
を
お
品
川
ふ
り
の
ガ
は
、
総
会

が
行
b
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
詩
は
天
さ
れ
は
じ
め
て
い
ま
す
。
柄
欄
義
人
白
寝
中
g
?
こ
議
総
く
だ
怠
い
。

保
周
年
二
八
一
さ
一
)
疋

π1
桜
井
議
査
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、
そ
れ
で
は
、
以

μ持
代
的
手
爽
浴
の

織
の
名
で
臨
描
愛
さ
れ
た
も
の
で
す
。
当
時
の
芋
賀
活
出
周
辺
は
、
か
辛
り
の
主
恩
情
を
ご
紹
介
い
と
し
ま
し
ょ
え

t
z
E
1
4
a

機
一
泌
総
一
開
八
的
地
押
的
必
り
税
制
慨
に
十
化
治
融
制
が
号
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
滋
泌
投
開
四
時
哨
#
革
連
明
車
検
増
山
活
情
古
廟
議

i
z
i
i
l
i
b
-
A
Z
 

緩

め

淡

殺

と

ま

さ

絞

り

、

官

例

え

ば

、

布

殺

の

襲

警

護

で

は

手

黄

海

十

雲

行

路

震

秋

雨

夜

山

口

一

向

丘

唯

E総
統

ら
L
い
絞
持
率
、
泌
総
湾
総
約
潟
市
消
時
総
務
官
た
し
主
ん
だ
と
阻
む
わ
れ
る

の

名

も

対

さ

れ

て

い

ま

す

の

i

j

j

o

b

-

!

:

;

;

l

t

委

譲

義

務

と

し

て

は

、

手

伊

F
3開
滋
守
険
h
d
併
酷
脈
管
関
、
“
啄

E
V配
E
J

脳
仰
謹
司

室

長

、

義

議

会

主

伎

八

百

J
訓
郡
H
M
V

司
吋
縄
張
品
説
「
判
l
開
政
醐
抑
制
型
闘

景
の
中
に
あ
る
も
の
が
知
ら
れ

r3

ま

し

た

。

?

の

い

ず

れ

よ

り

い

江

戸

時

代

の

予

費

沼

の

風

憶

を

詠

か

子
焚
品
開
十
務
執
討
は
設
い
も
の
で
、
昭

他
府
は
咋
頃

-w向
町
内
川
…

相
判
お
年
心
、
予
柑
践
活
情
消
…
卦
病
問
帆
含
投
深
い
く
つ
か
の
石
油
併
を
H

見

る

こ

と

が

で

き

呼

塚

日

明

望

日

訪

問

紋

付

山
州
統
筏
誌
が
、
手
掛
H
総
隠
滅
的
議
澄
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
十
勝
誇
が
主
円
か
れ

A2ku-tz主

中
、
持
般
の
泌
総
本
然
術
後
ど
殺
刻
、
で
八
年
後
!
天
然
十
二
年
に
は
、
梁
川
迷
山
深
街
進
如
機

z
:
2
4
 

円
以
来
線
出
雲
仙
制
め
で
大
切
に
保
符
凝
然
が
、
機
き
い
た
川
村
出
子
第
語
談
話
光
省
穆
開

語
れ
ぞ
き
ま
し
た

G

れ
、
子
終
協
に
地
欄
ぴ
綴
作
し
て
い
ま
す
。

幾
淑
同
診
れ
て
か
ら
一
ふ
り
年
、
深
と
ぷ
ろ
が

a

方
、
災
-
淡
判
伊
織
や
け
い
つ

っ
た
今
、
こ
由
誇
は
、
江
戸
後
山
聞
か
い
ま
す
。
れ
ん
と
え
ば
絞
且
討
議
を
は
じ
め
、

ら
靖
治
に
か
け
て
の
、
湖
北
、
布
佐
号
で
の
み
相
似
さ
れ
ぞ
い
る
一
二
名
的
作
者

は
ど
こ
の
議
な
の
か

i
と
い
っ
た
具
合

の
散
歩

間
闘
の
滋

η縦
長
い
の
が
よ
く
わ
か
り

ま
し
た
。
き
れ
い
だ
っ
た
の
は
mm
ん

ま
で
。
持
に
新
し
い
技
孫
子
。
姦
ぷ
苦
手
契
タ
と
二
コ
一

h

コ
綴
a

る申
h

尾
口
聞
い
じ
人
気
が
集
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
タ
1
パ
ノ
姿
で
ラ
ク
ダ
と

ア
ト
ラ
ク
ン
ヨ
/
て
は
ヘ
リ
コ
ブ
タ
記
念
苓
誌
を
織
る
コ
ー
ナ
ー
や
ウ
ザ

ー
に
終
日
後
い
刑
判
。
笠
の
地
域
震
を
殺
し
ギ
や
そ
ル
モ
ノ
ト
と
滋
ぷ
寸
ふ
れ
あ

ん
だ
繍
花
小
6
年
の
ぷ
凶
開
制
則
子
ち
ゃ
ん
い
動
物
ラ
ン
ド
い
が

F
供
と
ち
の
人

ヰ
H
引
事
ち
ゃ
ん
は
吋
伐
採
チ
退
去
呼
ん
だ
ほ
か
‘
警
な
必
州
溶

山
山
仰
げ
は
い
ず
れ
の
デ
口
火
殺
紛
ω

人
ヘ
ラ
む
な
じ
み
の
カ
ア
才
今
大

日
た
と

J

品

同

点

Y

ぺ
中
内
U
Y

燃
か
ぐ
ら
、
一
例

入
信
撫
村

捻
を
↑
童
太
鼓
も
祭
の
骨
骨
的
関
知
A
を

渇
読
タ
〕

会
人
プ
ド
同
協
り
上
げ
ま
し
た

Q

産
業
ま
つ
り
に

6
万
S
0
0
0
人

刊
月
間
n
口
、
議
品
礼
会
中
央
公
開
出
で

総
4
M中
厳
禁
ま
つ
り
が
行
わ
れ
、

6

万
5
0
0
0
人
の
米
山
崎
告
で
に

M

ざわ

い
ま
し
た
ィ

ス
355e
タ
ー
や

ク
レ
?
ン
惑
か
ら
ぶ
u
ん
べ
い
、
機
物

ヤ
ン
グ
ミ
ュ

i
ジ
ッ
タ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ス
テ
ー
ジ
、
客
嘉
一
体
に

133 

同
側
、
川
棚
牝
仙
押
収
幾
家
ス
ポ
i

J入
会
と

t
で
ス
タ
ー
ト
。
そ
の
後
、
徐
々

μ総

附
閥
を
広
ぽ
円
、
う
年
は
九
ゑ
ぃ
市
城
か
ら
い
川

地
H約
5
5
0
人
が
品
磐
線
L
、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
‘
イ
ン
ヂ
ィ
ア
カ
ゲ
i
ム、

玉
入
れ
、
線
引
き
な
ど
の
緩
技
を
楽

L
み
ま
し
た
。

を
か
手
も
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
‘
イ
ン

y
d
ア
カ
ゲ
i
ム
誌
、
線
終
は
続
的
A
口

い
州
側
を
み
て
線
地
刊
に
叫
脚
ん
だ
チ
ー
ム

も
や
J

な
く
穿
く
、
叫
践
の
は
い
3

点
戦

日μ
須
の
操
作
業
的
疲
れ
を
い
や
人
い
最
後
的

件
相
家
間
聞
の
え
ほ
レ
〈
線
路
を
深
め
よ
3

絡

hq
総
T
A
M
A
叫
綴
で
辻
俊
絡
が
上

と
、
出
月
刊
M

口
、
利
根
川
第
一
、
第
再
利
牛
泌
氏
、
議
後
続
加
盟

μ地
ば
叶

3

一
一
軒
打
球
均
で
農
家
ス
ホ
l
y
入
会
が
泣
士
山
+
ド
浴
日
比
と
寺
り
ま
し
た
。

開
問
か
れ
主
L
た
じ
こ
の
し
人
会
は
、
当

農
家
ス
ボ
i
ツ
大
会

日
頃
の
農
作
業
を
忘
れ
て

241 

ゆ

p
b
a
z
E
6
0
9
、

白
砂
判
開
公
緋
離
披

j
iリ

1

不
閣
議
南
私
悶
暗

務
純言
帆往

話芸i

ijii 

議選;
宗主主主
Jl'l;をf丈室

長日掛云

震学誌

部長l
(諜f唖言

喜多話i
克贈るxt
~三条?ヨ勇芝

一均一問問立)

ぷ
山
は
、
現
古
川
山
説
。
第
一
院
公
問
料
「

貯
は
航
時
点
的
熱
則
、
ト
人
組
は
ぽ
鳥
寺
一
γ

側
側
摘
は
収
品
開
と
阿
川
わ
れ
ま
す
が
本

一
本
持
枇
，
f
)

H

み
か
け
H

よ
り

H

質
H

訴
え
る

清

費

生

活

展

せ
附
山
山
川
円
必
削
品
目
魚
沼
的
泌
が
M
W
H什
M
M

段
、
よ
り
も

M

関
川
世
大
切
に
し
よ
う
と
緩

刊
日
的
対
日
、
ダ
イ
ぶ
i
殺
w
伸
子
総
え
る
機
一
が
い
、

5
0
0
0
入
金
防
相
え
る

収
減
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
川
院
の
H
が
紛
れ
‘
然
拾
に
M

見
入
っ

γ

A

ザ
年
の
一
ア
i
マ
は
寸
務
ら
し
の
衣
い
ま
L
た。

H

見
分
け
よ
う
」
。
孜
孫
子
指
摘
制
銭
者
間
訪
問
販
売
日
目
的
変
身
人
形
、
議
光
揃
明

会
主
ど
参
加
制
8
銭
俸
の

H

み
か
け
N

h

n

割
問
会
使
用
し
た
合
成
法
礎
的
f

小
気
味

な
白
さ
が
ひ
と
口
H
F
わ
か
る
プ

ラ
y
ク
ホ
ー
ル
な
ど
、
各
団
出
俸

の
民
一
ポ
は
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
、

1

み
や
す
い
い
吋
わ
か
り
や
す
い

と
終
判
も
上
々
。
み
る
ゆ
車
問
崎
詫

は
叶
終
日
的
牝
潟
、
戦
間
関
心
?

は
す
ま
さ
れ
な
い
と
絞
め
て
丹

之
さ
殺
匂
れ
た
し
と
吋
叩
叩
し
、
骨
骨

ら
L
を
え
ド
討
す
キ
ノ
カ
ケ
を
つ

か
ん
だ
よ
〉
で
し
た
。

係
員
に
熱
心
に
築
総
す
る
姿

一
も
多
く
み
ら
れ
た

品料

れ

ω， 
‘-
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。まず
あ費~672努

老
後
や
万
一
的
時
、
利
払
と
や
り
の
生
滋
の
火
奉
者
支
え
と
な
る
年
金
都
民
か
、
昭
総
創
草
S4

け
か
ら
変
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
新
し
い
年
金
斜
度
で
は
、
め
楠
由
民
年
金
は
す
べ
て
の

人
に
共
通
の
務
礎
与
止
を
支
給
す
る
縦
波
に
改
め
る
お
②
一
厚
生
証
金
は
船
日
H

押
出
陣
院
と
統
合
L
、

重
年
金
に
上
乗
せ
す
る
年
金
を
支
給
す
る
し
く
み
に
す
る
。
③
年
金
虫
持
率
主
皐

{
保
険
料
)
の
パ
ラ
ノ
ス
合
問
り
、
将
来
の
負
担
の
地
印
刷
を
川
押
え
る
。
@
す
べ
て
の
日
開
人
に

自
分
名
義
の
年
金
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
c

ー
な
ど
が
柱
と
主
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
化

社
会
が
本
格
化
す
る
れ
世
紀
に
お
い
て
も
、
健
全
で
安
定
し
た
年
金
制
度
が
抗
措
誇
で
き
る
よ

う
に
今
回
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
の
本
号
で
は
こ
の
改
正
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
国
判
定
、
国
民
主
詑
加
入
し
て
い
る
方
だ
け
で
在
久
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
そ
の
集
さ
ん

に
も
関
係
が
あ
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
で
こ
覧
く
だ
さ
い
。V

問
い
合
わ
せ
国
保
年
金
諜
年
金
漆

1
1
 

強
割
割
訴
審
一
日
与

す
ラ
リ
ソ

i
マ
ン
や
そ
の

車
問
さ
ん
も
伶
問
問
入
り

い
ま
の
用
問
泌
氏
年
金
法
、
設
殺
、
端
部
夜
、

書
附
畿
な
ど
の
自
殺
帯
創
的
λ
在
ど
が
加
入

す
る
こ
と
と
寺
っ
て
い
ま
す
e

ま
た
氏
側
開
会
議
に
毅
め
る
サ
ラ
リ
i

マ
ン
は
隊
牛
一
年
金
に
制
加
入
し
、
そ
の
融
持

さ
ん
は
間
協
悩
料
不
念
じ
州
出
入
し
て
も
し
金

'
与
も
よ
い
N

間
帯
緒
川
船
入
と
去
っ
て
い
辛
党

部
制
し
い
間
関
泌
総
金
は
、
こ
れ
告
的
人

す
べ
て
に
議
後
証
金
を
支
給
す
る
制
制
緩

に
絞
め
ら
れ
、
マ
ラ
H
v
j
サ
ン
や
そ
の

換
さ
ん
も
す
べ
ぞ
綴
泌
が
会
ぷ
州
側
入

t

仇
活
け
れ
ば
同
寺

ι会
い
こ
と
ぷ
寄
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
サ
ラ
リ
i
マ
ン
泳
、

以
余
年
余
と
術
協
1K総
点
鮮
の
ぬ
労
い
い
附
加
入

い
ま
の
綴
間
同
年
金
叫
に
川
町
抑
制
入
?
念

な
か
ぷ
た
外
線
心
役
軒
続
本
人
も
弓
制
附

円

242 

基
礎
年
金
を
創
設

月

額

律

5
万

甘
搭
礎
年
金
辻
、
老
鯵
廿
草
間
賠
年
金
‘
情
押
な
軒
、
後
軸
鮮
の
甘
湿
融
関
年
金
の
受
給
猿

宜
ロ
主
宰
礎
年
金
、
遺
族
義
市
穂
子
す
の
3
後
を
有
す
る
主
き
は
、
そ
の
人
の
浴
衣
す

類
で
す
。
疑
要
は
次
め
ど
お
り
で
す
。
る
1
つ
持
薬
綾
年
金
で
が
支
総
さ
れ
ま
す
。

能
歳
を
還
え
た
ら

老
鯨
務
総
紙
会
は
、
雨
期
総
年
余
に
お

年
円
以
上
初
加
入
し
た
人
が
も
時
総
か
一
ら
受

け
る
年
品
棋
で
す
。

旅
人
間
間
関
と
し
て
は
宅
係
役
将
4
h納

め
た
問
問
線
、
絞
殺
終
の
品
河
縁
を
受
け
た

問
問
問
洲
、
絞
慾
柏
山
人
で
き
る
人
が
綴
人
し

生
か
っ
た
m
州
間
同
が
含
ま
れ
ま
す
が
宅
旅

人
し
て
い

r然
険
料
か
ふ
め
な
か
っ
た

泌
総
は
除
か
れ
ま
す
。

な
和
、
級
制
判
浦
洋
4
河
川
以
後
mw
闘中一念

部
念
の
搬
入
制
州
燃
や
、
間
附
制
抑
制
柘
・
4
汚

か
ら
の
サ
ラ
リ
}
?
ン
の
綴
で
ゐ
つ
れ
~

加
問
削
段
、
州
側
隣
同
年
会
的
係
険
料
や
め
め

た
叩
州
附
附
と
問
機
い
い
問
料
わ
れ
ま
す
。

まれ
h
m
m紛
例
都
中
4
叫
け

E
除
機
波
予

別
総
以
上
的
人
ゃ
、
燃
や
~
臨
ん
濃
の
納
入

省
で
別
総
以
上
的
人
に
つ
い

rは
、
出
ω

伊
?
の
淡
叫
問
機
関
が
紫
3
の
と
お
り
同
期
間
輸

怠
れ
ま
す
。

殺
防
総
隊
総
品
応
的
一
許
認
方
法
は
淡
4

m
ー
と
和
り
て
問
闘
が
が
A
慌
に
加
入
で
き

る
身
数
〈
策
8
加
入
可
総
年
数
川
的
会

期
間
に
つ
い
て
、
際
険
料
を
納
め
れ
九
と

き
に
同
月
p
b
万
内
と
な
り
ま
す
。

係
険
料
世
納
め
な
か
っ
た
期
間
が
あ

れ
ば
、
そ
の
分
だ
け
年
金
融
関
も
舎
な
く

な
り
ま
す
。
初
年
加
入
で
5
が
仰
で
は

み
り
ま
せ
λ
Q

師
時
一
没
年
余
係
機
的
泌
総
綜
金
緩
め
対

象
左
な
っ
て
い
た
総
帥
胸
お
れ
い
対
し
て
山
内

総
唱
閥
的
附
に
線
終
が
弘
行
わ
れ
ま
す
。

事同月掛酬
5
一H
m
n山
同
総
務
総
採
血
税
議
臨
慣
で

級
将
棋
年
4
悶
付
い
い
は
級
制
判
的
総
求
ま
で

の
務
綴
上
緑
地
帯
?
拍
州
議
お
れ
ま
す
。

ヨ襲4 毒聖書事幾奇襲主手1をの計算方法

国
民
年
金
の

適
用
範
囲
を
拡
大
一

重量e隊望書基礎年余{是喜重}審



(7) 

な
く
な
り
ま
す
a

税
泌
総
に
よ
り
第
3
号
数
出
陣
後
幾

(袋

1
品
世
間
)
で
あ
る
ニ
ど
が
後
総
決
、
れ

れ
ば
、
四
時
験
料
詰
問
別
に
納
め
る
N

崎
製

は
あ
ワ
ま
せ
ん
a

ふ
火
め
加
入
し
て
い
る

年
金
法
的
紘
一
北
で
サ
ラ
リ
i
?
ン
の
厚
生
年
金
か
ら
ま
と
め
て
納
め
ら
れ
る

奥
き
ん
た
ち
{
拍
畿
か
ち
槌
歳
未
満
)
ニ
と
じ
な
り
ま
す
務
総
滋
に
納
め
な
く

も
問
削
除
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
で
も
務
齢
勝
機
年
金
等
の
年
金
を
受
け

圏
毘
年
金
能
態
調
入

糠
傑
醸
審
理
組
閣

今主主(f)年金改iEでサラリーマ

ングn亀さんも国!3E1jo余のf中罪悪人
りかそこで必要なのは務次長語。

ニ(f)!iii泌を忘れると、絞めなく

てもいいi縛史料を絞めた培、将

来、年余がき是げられなくなった

りすることも。忘れずに扇出を。

/ 

/ 
/ 

本格的な潟鋭化社会の到来iこ向け、年余。う書展たす投書語はますます室霊祭に。将来(f)安定した
生活を祭事章する幾も安全立制度がE君主語年金t2。綴とあなたと子のために

も
級
品
場
ず
る
人
a

①
ふ
ん
ま
日
年
4
月
2
日
以
問
問
に
ゑ
ま

れ
た
人

②
夫
が
大
互
い
阿
部
ザ
4
月
2
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人

③
夫
が
際
放
部
会
ま
た
は
船
員
保
体
問

的
加
入
品
俄
で
あ
る
こ
と

ωゑ
と

L
て
先
的
級
人
に
よ
り
生
計

の
骨
一

ど
…
絵
一
む

な

-

富

す

者
一
独
…
ま

業
一
は
…
り

営
…
に
一
残

自

…

方

が

付
加
部
会
、
護
婦
年
金
お
よ
び
絡
む

一
時
金
は
、
自
営
業
内
・
人
た
ち
(
務
2

号
綾
田
開
設
者
)
に
つ
い
て
の
級
一
絞
め
稔

H
n
と
な
り
ま
す
命

付
加
盟
・
金
は
、
希
撃
す
る
務
1
努
線

機
体
問
殺
が
定
額
(
月
鎖
4
6
0
m
門
吋
持

品
付
務
保
険
料
を
納
め
た
山
崎
附
附
い
い
つ
い
て
、

仏
門
・
麗
阿
見
品
開
料
納
付
1
河
内
一
心
り
2
0
0

R
の
雨
中
幅
関
守
鈴
察
し
、
毎
年
内
年
齢
基

礎
年
余
抑
制
酬
に
し
よ
議
サ
す
る
も
の
で
す
a

明
刊
行
で
は
‘
附
闘
記
的
年
金
持
加
入
者
で

あ
れ
ば
、
叫
描
ぞ
も
付
初
年
金
に
総
人
で

事
い
。
な
お
別
表
的
自
誌
で
、
各
支

断
で
も
受
け
付
け
ま
す
め
で
事
ぷ
制
刊

刷
用
く
だ
さ
い
。

提
該
当
替
で
、
役
会
即
時
機
的
日
現
び
市

役
所
か
ら
題
山
間
開
期
総
が
滋
持
寄
れ
て

い
を
い
人
は
、
中
市
役
続
年
金
日
開
、
各

究
所
‘
品
行
政
官
地
内
村
戒
に
間
用
意
し
て

あ
れ
ソ
ま
す
。

経
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
‘
昭
和

前
年
4
月
か
ら
は
‘
自
営
裁
の
人
の
み

に
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
a

こ
の
た
め
、
い
ま
付
加
係
険
料
を
総

め
て
い
る
サ
ラ
リ

i
マ
ン
的
灘
駅
H
H
‘
今
死
亡
~
時
金
は
、
保
険
料
を
3
帯
以

後
納
め
る
こ
と
が
怖
に
義
な
く
者
り
ま
す
。
上
約
め
た
人
が
年
金
h
T
A
F
A
け
な
い
で
亡

た
だ
し
、
い
ま
ま
で
約
め
て
い
た
人
く
な
っ
た
と
き
、
そ
の
議
後
に
支
給
さ

じ
つ
い
て
は
、
絞
め
た
発
教
に
克
合
つ
れ
ま
す
会

た
付
加
年
金
が
、
殺
齢
議
礎
年
金
に
上
級
は
、
融
問
8
的
と
お
り
納
め
た
同
期
総

犠
せ
さ
れ
ま
す
居
い
い
総
じ
て
刊
万
円
か
ら
加
万
町
円
で
す
勿

一
世

一一
鶏

金

死亡一時余

務
総
年
金
は
、
老
齢
議
機
草
金
Ark
後

け
ら
れ
る
去
が
年
金
を
受
け
ず
に
い
し
く

な
っ
た
と
き
、
そ
の
裂
に
削
識
か
ら
邸

誌
に
な
る
ま
で
支
給
怒
れ
ま
す
m

年
金
総
は
炎
が
受
給
で
き
る
は
ず
だ

q
た
滋
齢
添
加
問
年
金
的
4
分
的
3
で
す
。

主翼8

死
亡
一
時
金

間
出
歳
未
満
の

人
に
限
定

い
ま
の
厚
生
年
令
似
険
で
は
、

禄
鍔
没
者
的
資
的
閉
じ
年
齢
制
別
総
辻

あ
り
ま
せ
ん
が
、
m
m
難
か
ら
は
老

齢
拡
滋
年
余
が
支
給
さ
れ
札
る
こ
と

に
な
り
ま
ず
の
で
、
加
入
者
は
康

問
と
し
て
邸
燦
に
を
れ
ば
被
保
休
明

者
P
な
〈
な
る
こ
と
に
な
り
ま
す
句

ま
た
、
制
間
関
川
同
開
品
開
が
浮
命
中
年
金

保
険
い
統
合
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

紛
災
も
陪
然
年
命
保
険
に
加
入
す

る
句
〕
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
包

ι齢
年
金
を
う
け
る
め

に
必
婆
な
資
格
期
間
合
繊
た

L
て

い
な
い
場
合
に
、
消
臨
戦
後
も
引
急

続
い
て
数
僚
級
品
物
と
な
る
ニ
と
が

で
き
た
よ
院
蕊
畿
白
紙
知
人
制
度
し

は
機
設
さ
れ
ま
す
。

一一一一一一一一一一一一
=
=
=
E
言一云釜山益三
mm骨量一罰稼働記長畿髭耐震偽記泌総務探索エお一切凶器
wzw
耐震言妻美
E
z
-
-
芸品一一一日ささとと-一三三
zz
主お紘一尚一おおお誠一伊豆笠一一裁第一一一
2
2
一一一一一一一一一一一一一一一一一
-Ez--=az--2ESS-
喜一断言一
mmmmmw

i
i
;
i
s
-
-
B一
部
に
応
じ
て
的
援
き
れ
ま
す
n

て
は
、
筆
陣
慨
も
引
き
警
c
改

正

雲

閣
総
説
金
的
一
括
悼
眼
科
H
M

一
粉
川
阿
部
品
期
的
保
品
問
料
内
相
酬
は
‘
将
来
泌
総
が
域
別
さ
れ
&
手
九
し
た
が
っ
て
、

t
い
く
も
り
に
な
り
ま
す
か
。
一
に
わ
た
っ
て
叫
川
政
的
均
揮
を
即
時
つ
主
主
総
が
下
が
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

rM
こ
れ
か
ら
も
毎
年
上
が
…
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

1
i
4
2
0

る
的
で
し
ょ
う
か
。
…
た
め
、
総
和
田
年
4
月
分
以
降
も
総
統
e

一
改
正
法
的
施
行
前
か
ら
一

3
0
0
手
つ
段
階
的
訪

i
z
k
受
け
て
い
る
務
整
合
…

;

一

h

同
国
同
九
年
金
約
問
時
険
料
的
綴
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
令
幼
，
ー
や
母
子
第
ム
臓
は
ど
う
な
一

，
P

は
礎
緩
和
前
年
4
バ
分
か
ら
な
お
岡
山
数
料
制
酬
は
、
的
出
年
に
恭
礎
年
一
り
ま
す
か
。

月
関
6
8
0
0
m
門
ぷ
匂
な
り
ま
す
。
こ
の
金
的
特
繍
ス
ラ
イ
ド
が
笑
擁
さ
れ
た
場
円

開

は

句

人

件

材

、

そ

的

棋

に

応

じ

改

定

さ

れ

ま

す

a
h
a
-

納
行
臼
内
部
包
ま
で
に
受

j'
給
織
が
発
生
し
て
い
&
師
陣
務

部
品
球
、
間
陣
容
総
祉
年
金
、
母
子
年
金
、

準
母
子
年
金
.
遺
児
年
金
は
、
引
窓
緩

急
も
そ
れ
ぞ
れ
の
年
金
が
京
総
事
れ
ま
す
。

な
お
‘
年
金
制
酬
は
‘
そ
れ
ぞ
れ
町
議

礎
年
余
と
問
問
機
的
主
捗
に
同
引
き
上
げ
ら

れ
ま
寸
。

議
出
は
来
年

1
月
幻
自
ま
で
に

る
こ
と
は
で
き
ま
す
@

ニ
的
綴
出
世
忘
れ
る
と
第
3
号駄目何時

品
開
翁
的
線
認
が
で
き
ず
、
隅
判
明
じ
傑
検

特
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た

り
，
将
来
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
ぞ
き

主
く
な
っ
た
り
し
ま
す
の
守
、
叫
が
れ
ず

に
漏
出
を
し
て
…
?
を
い
匂

V
漏
出
合
管
す
ベ
袋
入
止
の
い
ず
れ
に

を
維
持
し
て
い
る
こ
と
(
呉
体
的
に

は
機
燃
保
険
的
被
扶
養
老
ど
な
吋
て

い
る
場
合
を
い
い
ま
す
)

wv
輔
粧
申
踊
醐
制
開
催
問
唱
和
田
年
l
n
H
M
H

V
岡
崎
滋
の
し
世
た
ぷ
樹
氏
掠
金
H
W
也

知
山
入
者
現
況
液
晶
鍛
い
い
い
品
問
総
事
綴
を
記

入
し
、
炎
の
品
開
枇
制
品
凡
で
綴
泌
を
受
け
た

徒
、
市
候
所
年
余
儀
へ
州
総
出
府
し
て
〈
だ

新
し
い
制
度
で
は

ど
う
怠
り
ま
す
か

厚
生
年
金
も
大
き
く
変
身

開
刊
行
内
厚
生
年
金
保
持
慨
は
‘
て
dmM
け
ら
れ
る
わ
け
で
す
。

鋭
部
分
と
報
酬
比
例
部
分
か
ら
な
塚
生
年
金
か
ら
の
年
金
は
、

っ

て

い

ま

す

。

齢

淳

生

年

金

、

滋

害

原

今

一

部

会

、

務
総
出
品
ぞ
は
、
後
鋭
部
分
は
間
関
遺
族
淳
生
年
金
と
絞
め
ら
れ
ま
す

災
年
余
め
級
品
開
部
金
氏
機
収
き
れ
、
が
、
防
相
燃
と
し
く
附
則
日
間
部
会
内

隊
生
年
金
は
銀
鱗
兆
協
内
部
分
に
稲
作
盤
鈴
専
念
的
後
鈴
炎
mwを
綴
た
し

滋
ず
る
年
会
を
相
…
滋
す
る
こ
と
と
て
い
る
ニ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
鈴

な
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
同
民
年
金
か
ら
は
議

終
年
金
を
受
け
る
こ
と

ιな
り
、

厚
生
年
金
か
ら
は
、
報
酬
比
例
的

年
金
が
法
終
年
余
的
上
必
せ
と
し

数
混
一
法
的
施
行
橋
か
ら

も
ら
っ
て
い
る
紛
然
年

金
の
老
齢
年
金
や
場
飴

滋
札
佐
藤
・
金
は
?

h

品
市
長
内
的
行
一
一
削
か
ら
主

』
，
品
相
さ
れ
て
い
る
国
民
年
金
内

説
齢
都
合
及
が
お
齢
福
祉
年
余
に
つ
い

畠金大き是基
""J.:.I給礎

が年

{サ毒金
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お
の
ぷ
ロ
ザ
前
ダ
ガ
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
の
か
、
皆
さ
ん
に
ご
理
解
い
症
だ
く
定
め
巴
、
財
政
事
穏
を
公
表

し
ま
す
。
合
同
出
法
酔
拍
朝
刊
間
四
年
度
の
決
繁
〈
莞
込
み
)
と
昭
和
初
年
度
上
半
期
〈
4
月
か
ら
9
Rま
で
〉
の
肝
財
政
踊
執

行
状
況
の
欄
概
要
を
ご
終
介
し
ま
す
(
あ
の
財
産
は
次
号
で
)

O

V

問
い
合
わ
せ
e

財
政
務

59 
年
度
決
算
悲

tH)¥ 

軽量

ぞF
仏師Z芹

欝

税
収
の
伸
び

鏡

北

第喜子2号

+
山
本
後

a
w
w
叩
縁
側
肌
織
内
幡
町
鱗
λ
滋
僻
鴨
〈
耐
揖
曲
滋

糊
附
〉
都
制
設
工
世
帯
幾
邸
れ

1
山
地
主

9
6
0

H
〈

閉

門

)

4
w滋
総
合
柑
樹
祭
描
型
車
幽
冊
数
紙

1
綴
2

0
0
0
%
 

争
甫
岡
田
線
市
磁
波

2
問
時

2
6
2
0一昂

品
市
北
臼
務
時
市
滋
滋
1
慾
9
6
7
7
万

骨
為
的
調
地
区
{
つ
〈
L
幹
線
)
鋒
本
対

鍛

5
市
山

2
8
8
7
万

a
w
公
機
関
傑
繁
儀

2
慾
6
4
2
5
万

教

育

特
高
野
山
小
増
築

1
億
7
5
8
4
万

品
暗
殺
孫
子
中
増
改
築

4
悠
8
9
1
1

万

費

し
Lも

ぷ
旦
前
身

侶
曾
関
脇
@
白
隠

毛主

そめ後
23t13，2布。万F弓
(+2.2%) 
分譲金
重量殺会
11議732nf'l
{十円3.5%)

議3章受付殺-
14!1!私時争万F号
{…18.9%l 

翁 官業
20簿4.370nl巧
{ーがB.2%)

監3

覇

鑓懇話量絞筆宣蕗湿磁巌簿鞠密

;科 g 予算渓 額 絞入率

iili 事正 107f意8188Jjp:j 51.5% 

Ifち {童 17i草:9010万f11 0% 

b量産支出金 15!意呂46rJjp:j 18ヲ%

;封色方交付税 IH意30007jドj 66‘7% 

線 主主 金 111草237ヲ万円 1∞% 

分li!会亙び員担金 5s'1:71067:i円 25.3% 

最長 入 金 4f.ll'50007:i円 。%

県 支 出 金 41意1919万円 10.7% 

:k" 0) {出 9ft 634万円 32.5% 

五十 187f吉5700万円 45ゃ6%

波
訳
合
再
開
制
司
淡
在

f
l
万
対
米
品
調
附
制
治
五
人

災後号267:ifIl

7/.1まn71万p"l

2i窓65317JfIl

9il7ちl07JP号

187後57007Jf11

慰
問
的
諮
問

ω
組

協
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曜語収益約紋入
!幸俊毒事55方向

(-5，3%) 

惨事費本的絞入
5229方向
( -71.59五}

(1)与将来実窃務て;

λ
H
V
A
畿
人
ハ
V
晶
晶
暫

A

Q

@収益的支出
17億紛れ方向

{ベト0.5%)

曜量資象的支l:I:l
2億総務方向



主
台
、
ポ
リ
オ
投
与
の
1
約
隠
と
z

v

a

時
日
月
日
8
(土
)
千
鶴

9時総…
 

棄
事
上
2
3
2
0
均
一
。
震
は
皇
室
あ
け
て
く
こ
れ
か
ら
父
…

2に

な

る

方

へ

い

れ

九

時

間

ド

(

受

付

は

電

予

防

接

種

は

監

護

機

関

で

Ta怒
り
阿
川
段
、
持
段
、
訪
日
、
額
説
的
関
関
関
鍛
駁
綴
縦
約
悩
説
経
チ
供
喪
品
取
み
樹
持
て
る
こ
と
が
ど
ん
辛
曹
内
務
*
ピ
デ
オ
ぷ
は
治
ち
ゃ
ん
」
次
の
予
紡
按
一
綴
は
臥
線
機
潟
明
、
…
脳
出
制
河
t
i
1
i
l
l
i
t
-
-
1
1
1
1
i
i
i
i
l
l
-
!

一
い
ず
れ
も
月
雪
露
関
関
譲
議
接
露
に
す
ば
ら
し
い
こ
と
か
‘
ニ
番
喜
彬
赤
ち
ゃ
ん
円
台
風
呂
の
入
芸
災
長
い
ま
す
。
該
当
者
議
案
作
…
/
ム
慈
進
党
一
綾
瀬
方

言
語
き
言
語
甘
さ
か
ら
訪
日
露
蓄
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ
ご
孝
義
?
す
ば
ら
し
い
続
に
2
5
3
3
し
て
き
ま
す
の
で
、
配
創

E
U引
寸
j
i
l
l

撃
7
2
ま
と
は
、
午
前
9
時
か
に
め
た
り
ま
。
議
セ
ン
タ
i
で
は
加
し
rく
だ
さ
い
り
〈
殺
害
の
臨
終
草
申
し
込
ん
?
く
だ
さ
い
。
一
山
一
州
諸
一
段
路
間
一
1
削
制
緩
凝

ら
9
時
却
分
ま
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相談2藍 ヨ11尽く汚)おら16Eヨ(二工〉

'F1手i8H毒30分から午後59毒

のは午後仁〉普寺ぬ分校IごB'iJ三、身務

総務議事では思議;本綾設を f絞め特1

として娘三克後三訴すてしな守o

1>践し、念むさおf会義務世462321 

さ妻淡、{殺害警匡号、みどり襲撃仁会主12577

授の持「ねの君主三3D"'っさ安

。市民的Yラミ雪雪主~)社会祉

施設整{議議室長iこぜこ37ラ向日)接寄付
おりましj乏の

長三安i'llフミ僚(総監事リ立ちら義人滋

ll!のだめじとヨ伶Lろ室室付え1dろV)

主主総本;J¥!忌雪量会祭主:いなうぞt会福1lt湾

設霊童話議室基金へ1円主要事幾1!ヨ際会7

F号ci)滋げがありましと。

立ω.Itc担
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